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は
じ
め
に

　

近
年
、
経
営
史
、
商
業
史
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
研
究
は

目
覚
し
い
進
捗
を
み
せ
て
い
る
。パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピュ
ー
タ
ー
の
普
及
と
処
理
能
力
の
向
上

を
背
景
と
し
つつ
、と
く
に
、『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』（

　
）
１

（
以
下
、『
役
員
録
』
と
略
）

や
『
明
治
期
日
本
全
国
資
産
家
地
主
資
料
集
成
』（

　
）
２、『

都
道
府
県
別
資
産
家
地
主
総 

覧
』（

　
）
３

な
ど
に
収
録
さ
れ
た
各
種
人
名
録
を
用
い
た
企
業
家
・
商
工
業
者
・
資
産
家
に
関

す
る
研
究
が
着
実
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
。

　
『
役
員
録
』
を
用
い
た
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
鈴
木
恒
夫
・
小
早
川
洋
一
・
和

田
一
夫
氏
に
よ
る
共
同
研
究
と
上
川
芳
実
氏
の
研
究
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
前

者
の
共
同
研
究
は
、『
役
員
録
』
と
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
を
用
い
て
、
明
治

期
に
地
方
経
済
を
リ
ー
ド
し
た
企
業
家
た
ち
を
「
企
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う

形
態
で
導
き
出
し
、
企
業
勃
興
期
に
お
け
る
構
造
的
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
注
目
す

べ
き
研
究
で
あ
る
。
こ
の
研
究
は
、
日
本
全
国
を
対
象
と
し
て
膨
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
蓄
積
し
て
い
く
地
道
で
困
難
な
作
業
の
う
え
に
成
立
し
て
い
る（

　
）
４

。
上
川
氏
は
京

都
、
滋
賀
、
大
阪
、
兵
庫
、
奈
良
、
和
歌
山
な
ど
近
畿
地
方
を
対
象
に
特
定
の
企
業

家
た
ち
が
複
数
の
会
社
で
経
営
陣
を
兼
任
す
る
現
象
を
企
業
家
集
団
と
し
て
検
出
し

て
い
る（

　
）
５

。

　
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
を
用
い
た
商
工
業
者
・
資
産
家
に
関
す
る
代
表
的
な

研
究
と
し
て
は
、
宮
本
又
郎
・
阿
部
武
司
氏（

　
）
６

、
松
本
貴
典
氏
の
研
究（

　
）
７

が
挙
げ
ら
れ
る
。

宮
本
・
阿
部
両
氏
の
研
究
は
、
東
京
・
神
奈
川
・
愛
知
・
大
阪
・
兵
庫
の
五
府
県
を

対
象
と
し
て
資
産
家
・
企
業
家
を
数
量
的
に
把
握
し
、
工
業
化
初
期
局
面
の
人
的
・

資
本
的
背
景
を
検
討
し
て
い
る
。
松
本
氏
は
、
従
来
の
研
究
が
商
人
の
全
国
分
布
に

つ
い
て
検
討
し
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
反
省
の
も
と
に
、
取
扱
商
品
別
に
商
業
者
の

地
域
的
展
開
と
、
東
京
に
お
け
る
大
規
模
商
人
の
地
理
的
分
布
を
検
討
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
先
行
研
究
は
、
い
ず
れ
も
大
量
観
察
に
も
と
づ
く
優
れ
た
実
証
研
究
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
状
況
に
お
い
て
、
筆
者
は
商
業
登
記
公
告
を
も
と
に
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
構
築
作
業
を
進
め
て
い
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
部
を
用
い
た
研
究
成

果
は
前
稿
で
発
表
し
た（

　
）
８

。
筆
者
は
、
商
業
登
記
公
告
が
調
査
で
は
な
く
、
商
法
の
定

め
る
義
務
で
あ
る
点
に
注
目
し
、
福
岡
県
を
対
象
と
し
た
会
社
・
企
業
家
・
商
人
の

【
論
説
】
商
業
登
記
公
告
に
よ
る
会
社
・
企
業
家
・
商
人
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
方
法
と
意
義

︱
―
福
岡
県
を
主
た
る
事
例
と
し
て
︱
―

草
　

野
　

真
　

樹
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網
羅
的
な
把
握
と
分
析
を
試
み
て
い
る
。

　

宮
本
又
郎
氏
は
、
大
量
観
察
的
手
法
に
お
い
て
「
最
も
重
要
な
、
か
つ
難
し
い
問

題
は
、
ど
の
よ
う
な
企
業
家
・
経
営
者
を
観
察
対
象
と
し
て
選
び
出
す
か
」（

　
）
９

に
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
ど
の
程
度
の
範
囲
ま
で
選
び
出
す
か
に
よ
っ
て
結
論
が
変
わ
っ

て
く
る
た
め
で
あ
る（

　
）
10

。
上
述
の
先
行
研
究
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
問
題
に
自
覚
的
で
あ

る
が
、
ま
だ
解
決
す
べ
き
点
も
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
、
本
稿
は
、
商
法
の
法
的
根
拠
を
確
認
し
な
が
ら
、
商
業
登
記
公

告
に
よ
る
会
社
・
企
業
家
・
商
人
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
方
法
に
つ
い
て
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
る
問
題

に
つ
い
て
、
本
稿
な
り
の
意
義
を
提
示
し
て
み
た
い
。
な
お
、
一
八
九
三
年
施
行
の

商
法
（
以
下
、
旧
商
法
と
記
す
）
の
規
定
に
つ
い
て
は
前
稿
で
論
じ
た
。
よ
っ
て
、

旧
商
法
に
つ
い
て
は
説
明
に
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
述
べ
る
に
止
め
、
一
八
九
九
年

施
行
の
商
法
（
以
下
、
新
商
法
と
記
す
）
を
中
心
に
論
じ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一　

商
業
登
記
に
つ
い
て

　

わ
が
国
に
お
け
る
本
格
的
な
商
法
典
の
編
纂
は
、
一
八
八
一
（
明
治
十
四
）
年
ド

イ
ツ
人
ヘ
ル
マ
ン
＝
ロ
エ
ス
レ
ル
を
起
草
者
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
一
八
九
〇
（
明

治
二
十
三
）
年
四
月
、
商
法
典
が
公
布
さ
れ
、
翌
九
一
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
商
法
典
の
実
施
可
否
を
め
ぐ
る
論
争
が
起
こ
り
、
延
期

派
と
断
行
派
に
国
論
を
二
分
し
て
激
し
く
争
わ
れ
た
。

　

論
争
の
た
め
、
一
八
九
〇
年
十
二
月
、
商
法
及
商
法
施
行
条
例
施
行
期
限
法
律（

　
）
11

が

公
布
さ
れ
、
施
行
は
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
一
月
一
日
ま
で
延
期
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
未
だ
修
正
す
べ
き
点
が
多
い
こ
と
を
理
由
に
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）

年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
延
期
さ
れ
た
。
た
だ
し
、商
法
の
う
ち
一
部
に
つ
い
て
は
、

急
速
な
実
施
が
必
要
と
さ
れ
、
一
八
九
三
年
三
月
六
日
、
商
法
及
商
法
施
行
条
例
中

改
正
並
施
行
法
律（

　
）
12

が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
商
法
中
第
一
編
第
二
章
商
業
登

記
簿
と
第
四
章
商
業
帳
簿
（
た
だ
し
、
商
事
会
社
に
つ
い
て
の
み
）、
第
六
章
商
事

会
社
お
よ
び
共
算
商
業
組
合
、
第
十
二
章
手
形
及
び
小
切
手
、
第
三
編
破
産
の
規
定

は
、一
部
修
正
の
う
え
同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
旧
商
法
の
施
行
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
商
法
に
関
し
て
は
引
き
続
き
批
判
が
寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
一
八
九
三
年

三
月
二
十
五
日
、
法
典
調
査
会
規
則（

　
）
13

が
公
布
さ
れ
た
。
調
査
会
は
民
法
、
商
法
の
修

正
案
を
調
査
し
、
一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
十
二
月
に
は
商
法
修
正
案
を
議
会
へ

提
出
し
た
が
、
解
散
の
た
め
審
議
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年

五
月
、
臨
時
議
会
に
商
法
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
貴
族
院
を
通
過
し
た
が
、
衆
議
院

の
解
散
に
よ
り
審
議
は
未
了
と
な
っ
た
。
議
会
解
散
に
よ
り
修
正
が
遅
延
し
た
た

め
一
八
九
八
年
七
月
か
ら
旧
商
法
が
全
面
施
行
さ
れ
る
と
い
う
事
態
も
生
じ
る
が
、

一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
年
三
月
、
商
法（

　
）
14

及
び
商
法
施
行
法（

　
）
15

が
公
布
さ
れ
、
同
年

六
月
十
六
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。
新
商
法
の
施
行
で
あ
る
（
表
１
参
照
）

（
　
）
16

。

こ
の
よ
う
に
商
法
の
制
定
過
程
は
や
や
複
雑
な
変
遷
を
辿
る
が
、
本
稿
は
、

一
八
九
三
年
か
ら
旧
商
法
第
一
編
第
二
章
商
業
登
記
簿
と
第
六
章
商
事
会
社
の
規

定
が
施
行
さ
れ
、
引
き
続
き
、
新
商
法
に
お
い
て
も
第
一
編
第
三
章
商
業
登
記
簿

の
規
定
が
施
行
さ
れ
た
点
に
注
目
す
る
。
旧
商
法
は
第
十
九
条
に
お
い
て
「
登
記
ハ

其
度
毎
ニ
裁
判
所
ヨ
リ
其
地
ニ
於
テ
発
行
ス
ル
新
聞
紙
ヲ
以
テ
速
ニ
之
ヲ
公
告
ス

可
シ
」
と
規
定
し（

　
）
17

、
新
商
法
は
第
十
一
条
に
お
い
て
「
登
記
シ
タ
ル
事
項
ハ
裁
判
所

ニ
於
テ
遅
滞
ナ
ク
之
ヲ
公
告
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

一
八
九
三
年
七
月
以
後
、
株
式
・
合
名
・
合
資
会
社
の
商
業
登
記
公
告
が
開
始
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
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そ
も
そ
も
、
商
業
登
記
と
は
、
商
法
の
規
定
に
基
づ
き
商
業
登
記
簿
に
な
さ
れ
る

登
記
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
公
告
す
る
意
図
は
次
の
点
に
あ
る
。

商
家
ノ
法
律
関
係
ヲ
公
示
シ
テ
以
テ
第
三
者
ヲ
保
護
ス
ル
ニ
在
リ
ト
雖
ト
モ
一

面
ニ
於
テ
ハ
当
事
者
ノ
利
益
ヲ
保
護
ス
ル
ニ
在
リ
抑
モ
商
業
ハ
信
用
ヲ
基
礎
ト

シ
取
引
ノ
安
全
且
ツ
敏
活
ヲ
貴
フ
モ
ノ
ナ
レ
ハ
商
人
ハ
各
自
ノ
営
業
状
態
ヲ
社

会
ニ
公
示
シ
テ
信
用
ヲ
鞏
固
ニ
シ
以
テ
取
引
ノ
安
全
敏
活
ヲ
図
ル
ハ
最
モ
必
要

ノ
コ
ト
ニ
属
ス（

　
）
18

　

こ
の
よ
う
に
、
商
業
登
記
公
告
は
、
商
人
お
よ
び
そ
の
営
業
に
関
す
る
重
要
事
項

を
広
く
一
般
利
害
者
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
取
引
の
安
全
を
確
保
し
、
か
つ
商

人
の
信
用
を
高
め
、
取
引
の
円
滑
化
を
図
ろ
う
と
す
る
公
示
主
義
に
基
づ
く
制
度
で

あ
る
。
こ
こ
に
い
う
商
人
に
は
会
社
を
含
む（

　
）
19

。

　

旧
商
法
で
は
、
具
体
的
に
①
商
号
登
記
簿
、
②
後
見
人
登
記
簿
、
③
未
成
年
者
登

記
簿
、
④
婚
姻
契
約
登
記
簿
、
⑤
代
務
登
記
簿
、
⑥
合
名
会
社
登
記
簿
、
⑦
合
資
会

社
登
記
簿
、
⑧
株
式
会
社
登
記
簿
の
八
種
が
あ
る（

　
）
20

。

　

一
方
、
新
商
法
で
は
、
具
体
的
に
①
商
号
登
記
簿
、
②
未
成
年
者
登
記
簿
、
③
妻

登
記
簿
、
④
後
見
人
登
記
簿
、
⑤
支
配
人
登
記
簿
、
⑥
合
名
会
社
登
記
簿
、
⑦
合
資

会
社
登
記
簿
、
⑧
株
式
会
社
登
記
簿
、
⑨
株
式
合
資
会
社
登
記
簿
、
⑩
外
国
会
社
登

記
簿
の
十
種
が
あ
る（

　
）
21

。

　

比
喩
的
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
登
記
簿
は
「
戸
籍
」
と
同
様
の
意
義
を
持
つ
。
戸

籍
が
各
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
相
互
の
続
柄
な
ど
を
記
載
し
、
本
籍
地
の
市
町
村

に
置
か
れ
る
よ
う
に
、
株
式
会
社
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
⑧
株
式
会
社
登
記
簿
に
設
立

か
ら
解
散
に
至
る
ま
で
の
基
本
事
項
や
取
締
役
・
監
査
役
の
氏
名
・
住
所
な
ど
が
記

表 1　　商法の制定過程

月 日 事　　　　　項

4 19 法律取調委員会(1886.8.6.外務省に設置，1887.10.21.司法省に移管)，商法
編纂事務を管掌（1888.12.商法草案全部を議了）

6 7 元老院総会議，商法草案を可決

4 26 商法公布（1891.1.1.施行予定）

6 28 元老院，商法施行延期意見書（1893.1.1まで延期）上奏

12 26 商法及商法施行条例施行期限法律公布（1893.1.1.施行とする）

11 24 民法商法施行延期法公布（1896.12.31まで延期）

3 6 商法及商法施行条例中改正並施行法律公布(同年7月1日より会社・手形及び
小切手・破産の規定部分のみ，一部修正のうえ施行) → 【旧商法の一部施行】

3 25 法典調査会規則公布

12 29 法典施行延期に関する法律公布（1898.6.30まで延期）

12 24 政府，商法修正案議会提出（議会解散のため審議されず）

7 1 商法（1890年公布）全面施行 → 【旧商法の全面施行】

3 9 商法及商法施行法公布（同年6月16日施行） → 【新商法の施行】

出典： 三和良一「商法制定と東京商業会議所」（大塚久雄・安藤良雄・松田智雄・関口尚志編『資
本主義の形成と発展』東京大学出版会，1968年）150～151頁より。

1890

1899

1898

1896

1893

1897

年

1892

1887

1889
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こ
と
に
よ
り
株
主
を
募
集
し
（
百
二
十
五
条
、
百
二
十
六
条
）、
株
式
総
数
の
引
き

受
け
が
あ
っ
た
と
き
は
遅
滞
な
く
第
一
回
の
払
込
み
を
さ
せ
る
（
百
二
十
九
条
）。

払
込
み
が
済
む
と
発
起
人
は
遅
滞
な
く
創
立
総
会
を
招
集
し
（
百
三
十
一
条
）、
取

締
役
と
監
査
役
を
選
任
す
る
（
百
三
十
三
条
）。
取
締
役
と
監
査
役
は
、「
株
式
総
数

ノ
引
受
ア
リ
タ
ル
ヤ
否
ヤ
」、「
各
株
ニ
付
キ
第
百
二
十
九
条
ノ
払
込
ア
リ
タ
ル
ヤ
否

ヤ
」、「
第
百
二
十
二
条
第
三
号
乃
至
第
五
号
ニ
掲
ケ
タ
ル
事
項
ノ
正
当
ナ
ル
ヤ
否
ヤ
」

に
つ
い
て
調
査
し
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
百
三
十
四
条
）。
上
記
の
手
続
き

が
適
切
に
行
わ
れ
、
創
立
総
会
が
終
結
す
る
と
会
社
は
成
立
す
る
（
百
三
十
九
条
）。

　

な
お
、
第
一
回
株
式
の
払
込
み
は
、
資
本
金
額
の
四
分
の
一
以
上
を
必
要
と
す
る

（
百
二
十
八
条
）。
一
株
の
株
金
は
均
一
と
し
、
株
式
額
面
は
五
十
円
以
上
と
さ
れ
、

一
時
全
額
払
込
み
の
場
合
に
限
り
二
十
円
以
上
が
認
め
ら
れ
た
（
百
四
十
五
条
）。

　

発
起
設
立
の
場
合
は
第
百
二
十
四
条
に
定
め
た
る
調
査
終
了
の
日
よ
り
、
募
集
設

立
の
場
合
は
創
立
総
会
終
結
の
日
よ
り
二
週
間
内
に
、
本
店
及
び
支
店
の
所
在
地
に

お
い
て
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
百
四
十
一
条
）。

　

募
集
設
立
と
発
起
設
立
の
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、「
会
社
ノ
設
立
ハ
其
本
店
ノ
所

在
地
ニ
於
テ
登
記
ヲ
為
ス
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
以
テ
第
三
者
ニ
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ス
」（
四
十
五
条
）、
よ
っ
て
会
社
の
設
立
は
登
記
を
し
な
け
れ
ば
第
三
者
に
対
抗
し

得
な
い
。
登
記
す
べ
き
事
項
は
当
事
者
の
請
求
に
よ
り
、
そ
の
営
業
所
の
裁
判
所
に

備
え
る
商
業
登
記
簿
に
登
記
し
（
九
条
）、
本
店
お
よ
び
支
店
所
在
地
に
お
い
て
も

登
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
十
条
）。
加
え
て
、
登
記
し
た
事
項
は
裁
判
所
に
お

い
て
遅
滞
な
く
こ
れ
を
公
告
す
る
こ
と
を
要
し
（
十
一
条
）、「
登
記
ス
ヘ
キ
事
項
ハ

登
記
及
ヒ
公
告
ノ
後
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
以
テ
善
意
ノ
第
三
者
ニ
対
抗
ス
ル
コ
ト
ヲ
得

ス
」（
十
二
条
）
と
定
め
ら
れ
、よ
っ
て
会
社
の
設
立
は
、登
記
と
公
告
の
完
了
を
も
っ

て
初
め
て
対
第
三
者
効
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
登
記
事
項
に
変
更
ま
た

載
さ
れ
、
そ
れ
は
会
社
の
位
置
す
る
登
記
所
に
置
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
会

社
を
含
む
商
人
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
、
公
示
主
義
に
基
づ
き
一
般
に
対
し

公
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
各
登
記
簿
の
う
ち
、
現
在
、
筆
者
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
作
業
を
進
め
て

い
る
の
は
、
①
商
号
登
記
簿

4

4

4

4

4

と
⑧
株
式
会
社
登
記
簿

4

4

4

4

4

4

4

に
登
記
し
、
公
告
さ
れ
た
基
本

事
項
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
は
合
名
・
合
資
会
社
な
ど
他
の
登
記
簿
を
軽
視
す
る
も

の
で
は
な
い（

　
）
22

。
端
的
に
言
え
ば
、
資
本
主
義
確
立
期
に
お
け
る
株
式
会
社
の
動
向
と

そ
の
設
立
の
主
要
な
一
担
い
手
と
な
る
商
人
の
動
向
を
優
先
し
て
把
握
し
よ
う
と
す

る
試
み
で
あ
る
。　

二　

新
商
法
と
商
業
登
記
公
告
―
―
株
式
会
社
の
場
合
―
―

　（
一
）
設
立
と
登
記
お
よ
び
公
告

　

新
商
法
の
も
と
、
株
式
会
社
を
設
立
す
る
た
め
に
は
、
お
よ
そ
次
の
手
続
き
を
経

る（
　
）
23

。

　

ま
ず
、
設
立
に
は
七
人
以
上
の
発
起
人
を
要
す
る
（
百
十
九
条
）。
発
起
人
と
な

る
者
は
、
①
目
的
、
②
商
号
、
③
資
本
の
総
額
、
④
一
株
の
金
額
、
⑤
取
締
役
が
有

す
べ
き
株
式
の
数
、
⑥
本
店
及
び
支
店
の
所
在
地
、
⑦
会
社
が
公
告
を
な
す
方
法
、

⑧
発
起
人
の
氏
名
・
住
所
を
記
載
し
た
定
款
を
作
成
し
、
こ
れ
に
署
名
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
百
二
十
条
）。
つ
ま
り
、
上
記
八
項
目
を
記
載
し
た
定
款
の
作
成
は
、

発
起
人
の
重
要
な
任
務
に
な
る
。

　

発
起
設
立
の
場
合
は
、
発
起
人
が
株
式
の
総
数
を
引
き
受
け
た
と
き
、
会
社
は
成

立
す
る
（
百
二
十
三
条
）。

　

募
集
設
立
の
場
合
は
、
発
起
人
は
株
式
申
込
証
を
作
成
し
、
そ
れ
に
署
名
さ
せ
る
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前
に
登
記
し
て
い
な
い
場
合
は
、
新
商
法
施
行
の
日
よ
り
二
週
間
内
に
本
店
お
よ
び

支
店
の
所
在
地
に
お
い
て
変
更
の
登
記
を
済
ま
せ
る
こ
と
（
同
五
十
三
条
）。

　

注
目
す
べ
き
は
、
監
査
役
の
氏
名
・
住
所
と
会
社
の
公
告
を
な
す
方
法
の
記
載
が

追
加
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
具
体
例
は
後
述
す
る
が
、
旧
商
法
の
登
記
で
は
、
監
査
役

は
公
告
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、新
商
法
で
は
監
査
役
が
判
明
す
る
こ
と
に
な
る
。

公
告
を
な
す
方
法
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
方
法
で
公
告
す
る
か
、
あ
ら
か
じ
め
社

会
に
知
ら
し
め
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
株
主
に
と
っ
て
重
要
な
公
告
の
一
つ
は
決
算

公
告
で
あ
る
。
株
式
会
社
は
社
会
的
資
金
を
集
中
し
て
成
立
す
る
以
上
、
取
締
役
は

株
主
総
会
に
お
い
て
会
計
報
告
を
し
、
配
当
政
策
に
つ
い
て
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
株
主
は
有
限
責
任
で
あ
る
か
ら
、
会
社
に
資
金
を
貸
し
付
け

る
銀
行
や
そ
の
他
の
債
権
者
を
保
護
す
る
た
め
に
も
経
理
の
情
報
公
開
が
必
要
と
な

る（
　
）
28

。

　

福
岡
県
の
事
例
に
お
い
て
最
も
多
い
も
の
は
、「
所
轄
裁
判
所
が
登
記
事
項
を
公

告
す
る
新
聞
紙
」
と
記
さ
れ
た
方
法
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
具
体
的
に
新
聞
紙
を
指

定
し
て
い
な
い
が
、
実
質
的
に
は
、
発
行
エ
リ
ア
が
県
下
全
域
に
お
よ
び
発
行
部
数

の
多
い
『
福
岡
日
日
新
聞
』（
以
下
、『
福
日
』
と
略
）
と
『
九
州
日
報
』
が
該
当
す
る
。

な
お
、
こ
れ
は
福
岡
県
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
東
京
区
裁
判
所
管

内
は
『
中
外
商
業
新
報
』

（
　
）
29

、
名
古
屋
区
裁
判
所
管
内
は
『
扶
桑
新
聞
』（

　
）
30

、
九
州
に
お
い

て
は
長
崎
地
方
裁
判
所
管
内
は
『
鎮
西
日
報
』、『
長
崎
新
報
』、『
長
崎
商
報
』

（
　
）
31

、
佐

賀
地
方
裁
判
所
管
内
は
『
西
肥
日
報
』、『
佐
賀
自
由
』（

　
）
32

な
ど
を
商
業
登
記
公
告
の
掲

載
紙
と
指
定
し
て
い
る
よ
う
に
、
各
都
道
府
県
の
有
力
日
刊
紙
に
掲
載
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。

　

勿
論
、
異
な
る
方
法
も
あ
る
。『
福
日
』
ま
た
は
『
九
州
日
報
』
な
ど
具
体
的
に

二
紙
あ
る
い
は
一
紙
の
み
指
定
す
る
場
合
、「
本
店
店
頭
に
掲
示
」、「
本
店
前
掲
示

は
消
滅
が
生
じ
た
時
は
、
遅
滞
な
く
登
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
十
五
条
）、
そ
れ

ら
も
公
告
さ
れ
る（

　
）
24

。

　
（
二
）
監
査
役
の
記
載
と
公
告
を
な
す
方
法
の
追
加

　

旧
商
法
と
新
商
法
の
相
違
点
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
会
社
に
関
す
る
修
正
で
は
次

の
六
点
に
要
約
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
株
式
合
資
会
社
規
定
の
新
設
、
②
外
国
会

社
規
定
の
新
設
、
③
設
立
準
則
主
義
の
確
立
、
④
会
社
合
併
規
定
の
新
設
、
⑤
株
主

総
会
中
心
主
義
の
明
記
、
⑥
専
務
取
締
役
に
関
す
る
規
定
の
削
除
で
あ
る（

　
）
25

。

　

本
稿
と
の
関
係
か
ら
言
え
ば
、
と
く
に
③
が
大
き
な
修
正
で
あ
る
。
従
来
、
旧
商

法
は
免
許
主
義
を
採
っ
て
い
た
た
め
、「
会
社
設
立
免
許
ノ
年
月
日
」
と
「
会
社
開

業
ノ
年
月
日
」
が
登
記
、
公
告
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
準
則
主
義
の
採
用
に
よ
っ

て
会
社
設
立
免
許
申
請
書
を
作
成
し
、
地
方
官
庁
を
経
て
主
務
省
に
出
願
し
て
設
立

の
免
許
を
得
る
と
い
う
手
続
き
は
不
要
と
な
っ
た（

　
）
26

。
し
た
が
っ
て
、新
商
法
で
は「
会

社
設
立
ノ
年
月
日
」
の
み
登
記
、
公
告
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
旧
商
法
か
ら
新
商
法
へ
の
施
行
に
際
し
て
、
細
か
な
手
続
き
は
商
法
施
行

法（
　
）
27

に
規
定
さ
れ
た
。
前
述
の
と
お
り
、
新
商
法
で
は
百
二
十
条
に
お
い
て
株
式
会
社

の
定
款
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
定
め
た
が
、
施
行
に
際
し
て
次
の
手
続
き
を
必
要
と

し
た
。

　

第
一
に
、
定
款
に
商
法
第
百
二
十
条
に
規
定
さ
れ
た
事
項
を
定
め
て
い
な
い
と
き

は
、
新
商
法
施
行
の
日
よ
り
三
ヶ
月
以
内
に
定
款
を
変
更
す
る
こ
と
（
商
法
施
行
法

五
十
一
条
）。
第
二
に
、
新
商
法
施
行
の
日
よ
り
三
ヶ
月
以
内
に
本
店
の
所
在
地
に

お
い
て
は
各
支
店
を
登
記
し
、
支
店
の
所
在
地
に
お
い
て
は
本
店
及
び
他
の
支
店
を

登
記
し
、
か
つ
会
社
が
公
告
を
な
す
方
法
と
監
査
役
の
氏
名
・
住
所
を
登
記
す
る
こ

と
（
同
五
十
二
条
）。
第
三
に
、
登
記
事
項
に
変
更
を
生
じ
、
そ
れ
を
新
商
法
施
行
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け
出
て
、
各
株
主
に
通
知
し
、
地
方
長
官
を
経
由
し
て
主
務
省
に
届
け
出
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
第
二
百
三
十
四
条
）。

一
方
、
新
商
法
で
は
次
の
場
合
に
解
散
す
る
。
す
な
わ
ち
、
①
存
立
時
期
の
満
了

そ
の
他
定
款
に
定
め
た
る
事
由
の
発
生
、
②
会
社
の
目
的
た
る
事
業
の
成
功
ま
た
は

そ
の
成
功
の
不
能
、
③
会
社
の
合
併
、
④
会
社
の
破
産
、
⑤
裁
判
所
の
命
令
、
⑥
株

主
総
会
の
決
議
、
⑦
株
主
が
七
人
未
満
に
減
少
し
た
場
合
で
あ
る
。

　

実
例
は
後
に
掲
げ
る
が
、
定
款
の
変
更
、
並
び
に
会
社
の
解
散
に
つ
い
て
も
公
告

さ
れ
る
。

三　

商
人
と
商
号
登
記

　

商
人
と
商
号
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
七
月

か
ら
旧
商
法
が
全
面
施
行
さ
れ
た
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
商

法
第
一
編
商
事
及
び
商
人
、
第
三
章
商
号
の
規
定
が
施
行
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
旧
商

法
の
主
た
る
規
定
は
次
の
と
お
り（

　
）
34

。

第
二
十
三
条　

各
商
人
ハ
商
号
ヲ
有
シ
総
テ
商
業
上
ニ
於
テ
自
己
ヲ
表
示
ス
ル

為
メ
之
ヲ
用
ユ
若
シ
一
人
ニ
シ
テ
資
本
ヲ
分
チ
数
箇
ノ
営
業
ヲ
為
ス
ト
キ
ハ

其
各
営
業
ニ
付
キ
各
別
ノ
商
号
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

第
二
十
四
条　

商
号
ハ
従
来
屋
号
ト
称
ス
ル
モ
ノ
ヲ
以
テ
ス
ル
ヲ
通
例
ト
ス
ト

雖
モ
営
業
者
ノ
氏
又
ハ
氏
名
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
妨
ナ
シ

第
二
十
五
条　

商
号
ノ
登
記
ヲ
請
ハ
ン
ト
ス
ル
者
ハ
商
業
登
記
簿
ニ
登
記
ヲ
受

ク
ル
コ
ト
ヲ
得
支
店
ア
ル
ト
キ
ハ
其
支
店
ニ
付
テ
モ
亦
同
シ

　

登
記
ヲ
受
ケ
タ
ル
商
号
ノ
変
更
又
ハ
廃
止
ハ
速
ニ
其
登
記
ヲ
受
ク
可
シ

場
に
掲
示
」
と
い
っ
た
場
合
で
あ
る
。

　

こ
の
公
開
方
法
を
知
っ
て
お
く
と
、
実
際
に
新
聞
紙
か
ら
個
別
会
社
の
決
算
公
告

を
探
す
う
え
で
有
益
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
五
月
、

浮
羽
郡
千
年
村
に
設
立
さ
れ
た
千
年
肥
料
株
式
会
社
は
『
福
日
』
一
紙
を
指
定
し
た
。

こ
の
場
合
、
当
然
な
が
ら
『
九
州
日
報
』
の
紙
面
か
ら
同
社
の
決
算
公
告
を
探
し
て

も
見
つ
か
ら
な
い
。
逆
に
、
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
一
月
、
八
女
郡
二
川
村

に
設
立
さ
れ
た
二
川
貸
金
株
式
会
社
は
『
九
州
日
報
』
一
紙
を
指
定
し
た
。
言
う
ま

で
も
な
く
、同
社
の
決
算
公
告
が
『
福
日
』
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
い（

　
）
33

。
そ
し
て
、

一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
十
月
、
久
留
米
市
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会
社
荒
甚
呉

服
店
の
よ
う
に
「
会
社
門
前
に
掲
示
」
す
る
場
合
は
、
そ
も
そ
も
新
聞
に
掲
載
さ
れ

な
い
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
公
告
の
新
聞
指
定
に
つ
い
て
は
、
非
訴
事
件
手
続
法
と
の
関
係
か
ら
、
あ

ら
た
め
て
後
述
す
る
。

　（
三
）
定
款
の
変
更
並
び
に
会
社
の
解
散

　

会
社
の
定
款
中
既
に
登
記
を
受
け
た
る
事
項
を
変
更
す
る
場
合
、
直
ち
に
そ
の
変

更
の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
前
述
し
た
。
登
記
前
に
お
い
て
は
、
そ

の
変
更
に
効
力
は
な
い
。
取
締
役
・
監
査
役
の
変
更
の
み
な
ら
ず
、
商
号
や
目
的
を

変
更
す
る
会
社
も
少
な
く
な
い
。

　

ま
た
、
旧
商
法
に
お
い
て
、
株
式
会
社
は
①
定
款
に
定
め
た
る
場
合
、
②
株
主
の

任
意
の
解
散
、
③
株
主
が
七
人
未
満
に
な
っ
た
場
合
、
④
資
本
金
が
四
分
の
一
未

満
に
減
少
し
た
場
合
、
⑤
会
社
の
破
産
、
⑥
裁
判
所
の
命
令
に
よ
り
解
散
す
る
（
第

二
百
三
十
条
）。
こ
の
う
ち
⑤
の
破
産
を
除
き
、
解
散
の
決
議
後
七
日
以
内
に
解
散

の
原
由
、
年
月
日
、
清
算
人
の
氏
名
・
住
所
の
登
記
を
受
け
、
こ
れ
を
裁
判
所
に
届
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右
公
告
ス

　
　

明
治
三
十
一
年
七
月
十
三
日　

福
岡
地
方
裁
判
所
管
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
区
裁
判
所

　
　

一
商
号
所
有
者
ノ
氏
名
住
所　
　

筑
後
国
八
女
郡
福
島
町
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
百
九
番
地　
　

山
下　

政
吉

   　

一
商
号　
　
　
　

蓮
根
屋

　
　

一
営
業
ノ
種
類　

野
菜
乾
物
線
香
販
売
並
ニ
麩
製
造
業

　
　

一
営
業
所　
　
　

筑
後
国
八
女
郡
福
島
町
本
町
三
百
九
番
地

　
　

一
登
記
ノ
年
月　

明
治
三
十
一
年
七
月
十
三
日

　
　

右
公
告
ス

　
　

明
治
三
十
一
年
七
月
十
三
日　

 

福
岡
地
方
裁
判
所
管
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
島
区
裁
判
所（

　
）
37

　

冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
、
こ
れ
ま
で
、
商
人
を
把
握
し
そ
の
家
業
を
特
定
し
よ
う

と
す
る
場
合
、
一
般
的
に
は
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
が
利
用
さ
れ
て
き
た
。
人

名
録
は
、
商
工
業
者
の
氏
名
、
店
舗
の
位
置
す
る
市
町
村
名
、
営
業
種
目
、
営
業
税

と
所
得
税
の
納
税
額
を
掲
載
し
た
も
の
で
、
商
人
の
具
体
像
を
知
る
う
え
で
好
個
の

資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
に
松
本
貴
典
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
い
く
つ
か
問
題

は
あ
る（

　
）
38

。
と
く
に
、
調
査
の
カ
バ
リ
ッ
ジ
と
精
粗
の
問
題
は
、
研
究
上
の
制
約
を
も

た
ら
す
こ
と
も
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
福
岡
県
の
場
合
、『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
第
二
版
（
一
八
九
八

年
）（

　
）
39

に
は
、
六
九
八
名
（
一
部
、
会
社
を
含
む
）
の
商
工
業
者
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
福
岡
県
域
二
市
十
九
郡
の
う
ち
、
十
三
郡
（
糟
屋
、
筑
紫
、
早
良
、
糸
島
、

第
二
十
六
条　

商
号
ハ
登
記
ニ
因
リ
同
一
営
業
ニ
付
キ
一
地
域
内
ニ
於
テ
其
専

有
ノ
権
利
ヲ
取
得
シ
他
人
之
ヲ
用
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
但
本
法
施
行
以
前
ヨ
リ

有
ス
ル
商
号
ハ
従
前
ノ
営
業
ヲ
変
セ
サ
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
一
地
域
内
ニ
於
テ
同

一
ナ
ル
モ
妨
ナ
シ

　

従
っ
て
、
同
年
七
月
か
ら
、
本
稿
の
冒
頭
に
記
し
た
①
商
号
登
記
簿
の
公
告
が
始

ま
り
、
以
後
数
ヶ
月
間
、『
福
日
』
と
『
九
州
日
報
』
は
、
そ
の
掲
載
で
溢
れ
か
え

る
こ
と
に
な
る
。
第
二
十
六
条
に
よ
り
、「
商
号
ハ
登
記
ニ
因
リ
同
一
営
業
ニ
付
キ

一
地
域
内
ニ
於
テ
其
専
有
ノ
権
利
ヲ
取
得
シ
他
人
之
ヲ
用
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
規

定
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
、そ
の
背
景
に
は
、商
人
に
と
っ
て
商
号（
屋
号
）

は
、
暖
簾
分
け
と
い
う
商
慣
習
が
あ
る
よ
う
に
、
店
の
信
用
を
象
徴
す
る
も
の
、
あ

る
い
は
新
た
に
象
徴
し
て
い
く
も
の
で
も
あ
り
、
営
業
上
、
重
要
な
意
味
が
あ
る（

　
）
35

。

　

七
月
二
十
一
日
、『
福
日
』
に
初
め
て
商
号
登
記
の
公
告
が
掲
載
さ
れ
、
翌
日
の

紙
面
は
「
商
法
残
部
実
施
に
就
き
県
下
に
於
て
商
号
登
記
を
受
け
し
第
一
は
福
島
区

裁
判
所
管
内
八
女
福
島
町
肥
後
屋
、
蓮
根
屋
、
米
屋
及
福
岡
区
裁
判
所
管
内
博
多
古

小
路
町
清
水
屋
の
四
店
な
り
」（

　
）
36

と
報
じ
た
。
実
例
と
し
て
、
う
ち
二
店
の
公
告
を
示

し
て
お
こ
う
。

　
　

一
商
号
所
有
者
ノ
氏
名
住
所　
　

筑
後
国
八
女
郡
福
島
町
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
五
十
七
番
地　
　

近
見
熊
次
郎

　
　

一
商
号　
　
　
　
　

肥
後
屋

　
　

一
営
業
ノ
種
類　
　

呉
服
販
売

　
　

一
営
業
所　
　
　
　

筑
後
国
八
女
郡
福
島
町
本
町
百
五
十
七
番
地

　
　

一
登
記
ノ
年
月　
　

明
治
三
十
一
年
七
月
十
三
日
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第
四
条
に
み
え
る
商
行
為
は
、
第
二
百
六
十
三
条
か
ら
二
百
六
十
五
条
に
お
い
て

具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
五
条
の
未
成
年
者
及
び
妻
は
、
原
則
、
商
業
を
営

む
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
民
法
の
規
定
に
よ
り
未
成
年
者
は
そ
の
父
、
父
が
い
な
い

場
合
は
母
も
し
く
は
後
見
人
の
同
意
を
得
た
場
合
、
妻
は
夫
の
許
可
を
得
た
場
合
、

登
記
を
し
た
う
え
で
商
業
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
。
第
七
条
の
後
見
人
の
場
合
も
同

様
に
登
記
を
要
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
本
稿
の
冒
頭
に
記
し
た
、
②
未
成
年
者

登
記
簿
、
③
妻
登
記
簿
、
④
後
見
人
登
記
簿
に
そ
れ
ぞ
れ
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
八
条
の
小
商
人
と
は
、
魚
類
や
青
物
の
行
商
人
、
飴
売
り
、
背
負
呉
服
商
、
笊

振
商
人
な
ど
店
舗
を
持
た
ず
営
業
す
る
者
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
勅
令
に
よ
り
「
商
行

為
ヲ
為
ス
ヲ
業
ト
ス
ル
モ
資
本
金
額
五
百
円
ニ
満
タ
サ
ル
者
ハ
之
ヲ
小
商
人
ト
ス
」

（
　
）
42

と
規
定
さ
れ
た
者
を
さ
す
。
こ
れ
ら
小
商
人
に
は
、
登
記
や
商
号
に
関
す
る
規
定
は

適
用
さ
れ
な
い（

　
）
43

。

　

第
十
六
条
に
よ
り
、
商
人
は
そ
の
氏
名
あ
る
い
は
そ
の
他
の
名
称
を
随
意
に
選
択

し
て
、
自
ら
の
商
号
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
、「
屋
号
」
と
し
て
使
用
し
て

い
た
も
の
を
引
き
続
き
「
商
号
」
と
し
て
用
い
る
場
合
が
一
般
的
だ
が
、
新
た
に
商

号
を
登
記
し
て
用
い
る
こ
と
も
構
わ
な
い
。
た
だ
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
商
号
は
元

来
、
商
人
の
利
益
と
信
用
と
を
保
持
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
必

ず
商
号
を
選
定
し
て
登
記
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
な

い
。
こ
れ
は
、
自
己
の
商
号
を
登
記
せ
ず
に
自
己
と
同
一
の
商
号
を
使
用
す
る
他
者

が
い
る
場
合
、
商
行
為
上
の
損
害
を
被
る
可
能
性
を
生
じ
る
が
、
そ
れ
を
防
ぎ
、
自

己
の
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
商
号
を
登
記
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
で
あ
る（

　
）
44

。
し
た
が
っ
て
、
全
て
の
商
人
が
商
号
登
記
を

し
た
と
は
言
え
な
い
が
、
一
八
九
八
年
七
月
以
降
、『
福
日
』、『
九
州
日
報
』
な
ど

に
継
続
的
、
か
つ
き
わ
め
て
多
く
の
商
号
登
記
の
公
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

宗
像
、
京
都
、
築
上
、
嘉
穂
、
田
川
、
三
井
、
朝
倉
、
浮
羽
、
山
門
）
は
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
郡
部
の
商
工
業
者
は
漏
れ
て
し
ま
う（

　
）
40

。
福
岡
県
の
場
合
、
近
世
来
、

三
瀦
郡
・
山
門
郡
・
朝
倉
郡
・
浮
羽
郡
な
ど
筑
後
川
周
辺
郡
部
は
、
豊
か
な
水
源
と

平
野
に
恵
ま
れ
、
稲
作
、
菜
種
、
酒
、
蠟
な
ど
の
代
表
的
産
地
で
あ
っ
た（

　
）
41

。
こ
れ
ら

郡
部
に
も
多
数
の
商
工
業
者
が
お
り
、
有
力
資
産
家
も
多
く
含
ま
れ
、
そ
の
存
在
は

き
わ
め
て
大
き
い
。

　

勿
論
、
商
号
登
記
の
公
告
だ
け
で
は
、
営
業
税
や
所
得
税
は
判
明
せ
ず
、
後
述
の

と
お
り
、必
ず
し
も
全
て
の
商
人
が
商
号
登
記
を
し
た
わ
け
で
も
な
く
制
約
は
残
る
。

し
か
し
、
実
例
に
挙
げ
た
商
号
登
記
の
公
告
を
デ
ー
タ
化
す
れ
ば
、
商
号
並
び
に
商

号
使
用
者
名
と
住
所
、
営
業
の
種
類
、
営
業
所
の
位
置
が
判
明
し
、
地
域
を
問
わ
ず
、

商
人
の
家
業
を
正
確
に
把
握
で
き
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
注
目
で
き
る

の
で
あ
る
。

　

次
に
、
新
商
法
の
商
号
と
商
人
に
関
す
る
主
た
る
規
定
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
　

第
四
条　

本
法
ニ
於
テ
商
人
ト
ハ
自
己
ノ
名
ヲ
以
テ
商
行
為
ヲ
為
ス
ヲ
業
ト
ス

ル
者
ヲ
謂
フ

　
　

第
五
条　

未
成
年
者
又
ハ
妻
カ
営
業
ヲ
営
ム
ト
キ
ハ
登
記
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
要
ス

　
　

第
七
条  

後
見
人
カ
被
後
見
人
ノ
為
メ
ニ
商
業
ヲ
営
ム
ト
キ
ハ
登
記
ヲ
為
ス
コ

ト
ヲ
要
ス

　
　

第
八
条　

戸
戸
ニ
就
キ
又
ハ
道
路
ニ
於
テ
物
ヲ
売
買
ス
ル
者
其
他
小
商
人
ニ
ハ

商
業
登
記
、
商
号
及
ヒ
商
業
帳
簿
ニ
関
ス
ル
規
定
ヲ
適
用
セ
ス

　
　

第
十
六
条　

商
人
ハ
其
氏
、
氏
名
其
他
ノ
名
称
ヲ
以
テ
商
号
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得

　
　

第
十
九
条　

他
人
カ
登
記
シ
タ
ル
商
号
ハ
同
市
町
村
内
ニ
於
テ
同
一
ノ
営
業
ノ

為
メ
ニ
之
ヲ
登
記
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
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公
告
ヲ
掲
載
セ
シ
ム
ヘ
キ
新
聞
紙
カ
休
刊
又
ハ
廃
刊
ヲ
為
ス
ト
キ
ハ
更
ニ
他

ノ
新
聞
紙
ヲ
選
定
シ
前
項
ト
同
一
ノ
方
法
ヲ
以
テ
之
ヲ
公
告
ス
ヘ
シ

　
　

第
百
四
十
六
条　

区
裁
判
所
ハ
其
管
轄
内
ニ
公
告
ヲ
為
サ
シ
ム
ル
ニ
適
当
ナ
ル

新
聞
紙
ナ
シ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
新
聞
紙
上
ノ
公
告
ニ
代
ヘ
登
記
所
及
ヒ
其
管

轄
内
ノ
市
町
村
役
場
ノ
掲
示
場
ニ
公
告
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
得

　

商
業
登
記
制
度
は
、
特
定
の
利
害
関
係
人
を
対
象
と
す
る
不
動
産
登
記
な
ど
と
は

異
な
り
、
商
人
の
取
引
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
広
く
公
告
を
す
る
も
の
と
さ

れ
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
旧
商
法
と
新
商
法
に
お
い
て
、
注
目
す
べ
き

相
違
点
は
、
公
告
の
媒
体
に
官
報
が
加
え
ら
れ
た
点
で
あ
る
。

　

周
知
の
と
お
り
、
官
報
は
、
詔
令
・
法
令
・
告
示
・
予
算
・
条
約
・
叙
任
・
辞
令
・

国
会
事
項
・
官
庁
事
項
そ
の
他
政
府
か
ら
一
般
に
周
知
さ
せ
る
事
項
を
編
纂
し
公
表

す
る
国
の
機
関
紙
で
あ
る
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
と
い
う
観
点
か
ら
言
え
ば
、
官

報
に
全
国
の
商
業
登
記
公
告
が
掲
載
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、都
道
府
県
を
問
わ
ず
、

会
社
・
企
業
家
・
商
人
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
で
き
る
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
反
面
、
情
報
量
は
き
わ
め
て
膨
大
と
な
る
。

　

他
方
、新
聞
紙
も
引
き
続
き
公
告
媒
体
と
さ
れ
た
。
不
特
定
多
数
の
大
衆
に
対
し
、

公
告
事
項
を
伝
達
す
る
手
段
と
し
て
最
も
有
効
な
媒
体
の
一
つ
が
日
刊
新
聞
で
あ
っ

た
た
め
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
会
社
企
業
そ
の
も
の
も
、
日
刊
新
聞
の
広
告
欄
を
利
用

し
て
株
主
を
募
集
し
た
り
、
企
業
情
報
を
伝
達
し
た
り
し
た
こ
と
は
、
周
知
の
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う（

　
）
47

。つ
ま
り
、最
も
一
般
的
な
伝
達
手
段
が
日
刊
新
聞
で
あ
っ
た
。た
だ
し
、

新
聞
紙
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
と
お
り
、
毎
年
十
二
月
に
翌
年
の
公
告
掲
載
紙
を
選

定
・
公
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

福
岡
県
を
例
に
確
認
し
て
み
よ
う
。
福
岡
地
方
裁
判
所
管
内
に
お
け
る
一
八
九
九

確
か
で
あ
る
。

　

な
お
、
旧
商
法
で
は
同
一
の
営
業
で
、
か
つ
既
に
登
記
さ
れ
た
商
号
を
用
い
る
こ

と
は
、「
一
地
域
内
」
に
お
い
て
禁
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
地
域
内
と
は
、
き
わ

め
て
曖
昧
な
文
言
で
あ
っ
た
た
め
、
新
商
法
で
は
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。
第
十
九
条

の
規
定
す
る
同
市
町
村
内
に
つ
い
て
は
、「
市
制
又
ハ
町
村
制
ヲ
施
行
セ
サ
ル
地
方

ニ
在
リ
テ
ハ
従
来
ノ
町
村
其
他
之
ニ
類
ス
ル
区
域
ト
シ
東
京
市
、
京
都
市
及
ヒ
大
阪

市
ニ
在
リ
テ
ハ
其
各
区
」（

　
）
45

と
さ
れ
た
。

四　

非
訴
事
件
手
続
法
に
よ
る
登
記
公
告
の
方
法

　

商
業
登
記
公
告
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
は
非
訴
事
件
手
続
法
（
一
八
九
八
年
六
月
二
十
一
日
・
法
律
第
十
四
号
）

に
規
定
さ
れ
た
。
非
訟
事
件
と
は
、
訴
訟
手
続
に
よ
ら
ず
裁
判
所
に
よ
っ
て
処
理
さ

れ
る
事
件
の
こ
と
で
、
同
法
は
、
そ
の
非
訟
事
件
の
手
続
に
関
す
る
基
本
事
項
を
定

め
た
法
律
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
民
法
関
係
は
民
法
の
施
行
日
で
あ
る
一
八
九
八
年
七

月
十
六
日
か
ら（

　
）
46

、
商
法
関
係
は
新
商
法
施
行
日
で
あ
る
一
八
九
九
年
六
月
十
六
日
か

ら
施
行
さ
れ
た
。
商
業
登
記
公
告
と
関
係
す
る
具
体
的
な
規
定
は
次
の
と
お
り
。

　
　

第
百
四
十
四
条　

登
記
シ
タ
ル
事
項
ノ
公
告
ハ
官
報
及
ヒ
新
聞
紙
上
ニ
少
ク
モ

一
回
之
ヲ
為
ス
コ
ト
ヲ
要
ス

　
　
　

公
告
ハ
之
ヲ
掲
載
シ
タ
ル
最
終
ノ
官
報
及
ヒ
新
聞
紙
発
行
ノ
日
ノ
翌
日
之
ヲ

為
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
做
ス

　
　

第
百
四
十
五
条　

区
裁
判
所
ハ
毎
年
十
二
月
ニ
翌
年
登
記
事
項
ノ
公
告
ヲ
掲
載

セ
シ
ム
ヘ
キ
新
聞
紙
ヲ
選
定
シ
官
報
及
ヒ
新
聞
紙
ヲ
以
テ
之
ヲ
公
告
ス
ヘ
シ
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（
明
治
三
十
二
）
年
か
ら
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
ま
で
の
公
告
掲
載
新
聞
紙
を
確

認
す
る
と
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
九
〇
三（
明
治
三
十
六
）年
ま
で
は『
福
日
』、

『
九
州
日
報
』、『
門
司
新
報
』
の
三
紙
が
指
定
さ
れ
た
。
福
岡
地
方
裁
判
所
管
内
は

福
岡
・
甘
木
・
飯
塚
・
久
留
米
・
福
島
・
柳
河
・
小
倉
・
行
事
の
八
区
裁
判
所
と
そ

の
管
下
出
張
所
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
。

　

例
と
し
て
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）
年
の
ケ
ー
ス
を
示
そ
う
。『
福
日
』
に

次
の
と
お
り
公
告
が
み
え
る
。

当
区
裁
判
所
並
ニ
管
内
各
出
張
所
（
小
倉
区
裁
判
所
門
司
出
張
所
ヲ
除
ク
）
ノ

取
扱
ニ
係
ル
法
人
及
商
業
登
記
ハ
明
治
三
十
三
年
一
月
一
日
ヨ
リ
同
年
十
二
月

三
十
一
日
迄
福
岡
県
福
岡
市
ニ
於
テ
発
行
ス
ル
福
岡
日
日
新
聞
及
九
州
日
報
ニ

掲
ケ
之
ヲ
公
告
ス

　
　

右
公
告
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

福
岡
地
方
裁
判
所
管
内

　
　

明
治
三
十
二
年�

　

福
岡
区
裁
判
所　

 

　
　
　
　
　

十
二
月　

�

甘
木
区
裁
判
所　

�

飯
塚
区
裁
判
所　

�

久
留
米
区
裁
判
所

�

福
島
区
裁
判
所　

�

柳
河
区
裁
判
所　

�

小
倉
区
裁
判
所　

�

行
事
区
裁
判
所（

　
）
48　

表 2　商業登記公告掲載新聞紙（福岡地方裁判所管内）

官   報 『福岡日日新聞』 『門司新報』
福岡日日新聞，九州日報
但し，小倉区裁判所門司出張所の登記は門司新報 3紙

第4649号（1898年12月27日）
第4789号（1899年　6月20日）

1898年12月25日 1898年12月28日

福岡日日新聞，九州日報
但し，小倉区裁判所門司出張所の登記は門司新報 3紙 第4941号（1899年12月19日） 1899年12月17日 1899年12月22日

福岡日日新聞，九州日報
但し，小倉区裁判所門司出張所の登記は門司新報 3紙 第5236号（1900年12月13日） 1900年12月12日 1900年12月22日

福岡日日新聞，九州日報
但し，小倉区裁判所門司出張所の登記は門司新報 3紙 第5538号（1901年12月17日） 1901年12月14日 1901年12月22日

福岡日日新聞，九州日報
但し，小倉区裁判所門司出張所の登記は門司新報 3紙 第5836号（1902年12月15日） 1902年12月12日 1902年12月18日

福岡日日新聞，九州日報，門司新報 3紙 第6146号（1903年12月25日） 1903年12月23日 1903年12月23日

福岡日日新聞，九州日報，門司新報 3紙 第6437号（1904年12月13日） 1904年12月 9日 1904年12月23日

福岡日日新聞，九州日報，門司新報 3紙 第6747号（1905年12月25日） 1905年12月22日 1905年12月12日

福岡日日新聞，九州日報，門司新報 3紙 第7039号（1906年12月14日） 1906年12月13日 1906年12月12日

福岡日日新聞，九州日報，門司新報 3紙 第7340号（1907年12月14日） 1907年12月14日 1907年12月13日

福岡日日新聞，九州日報，門司新報 3紙 第7641号（1908年12月14日） 1908年12月12日 1908年12月10日

福岡日日新聞，九州日報，門司新報，九州毎日新聞 4紙 第7947号（1909年12月18日） 1909年12月16日 1909年12月17日

福岡日日新聞，九州日報，門司新報，九州毎日新聞 4紙 第8247号（1910年12月16日） 1910年12月14日 1910年12月16日

福岡日日新聞，九州日報，門司新報，九州毎日新聞 4紙 第8544号（1910年12月12日） 1911年12月28日 新聞欠

出典：
注：

2.福岡地方裁判所管内は，1903年までは，福岡区裁判所，甘木区裁判所，飯塚区裁判所，久留米区裁判所，福島区裁判所，柳河区
裁判所，小倉区裁判所，行事区裁判所の8区裁判所とその管下出張所。1904年以降は吉井区裁判所が追加され9区裁判所とその管
3.所在地は，福日日日新聞と九州日報は福岡市，門司新報は門司市，九州毎日新聞は久留米市。

1901

1902

1903

1899

出   典

1.掲載期間は各年の1月1日から12月31日まで。
官報ならびに『福岡日日新聞』，『門司新報』より作成。

掲載指定紙掲載年

1910

1911

1912

1904

1905

1906

1907

1908

1909

1900
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一
紙
の
み
か
ら
で
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
作
成
は
可
能
で
あ
る
。

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
対
象
地
域
を
各

都
道
府
県
域
と
す
る
場
合
、
新
聞
か

ら
の
抽
出
作
業
は
官
報
に
比
べ
比
較

的
容
易
と
も
言
え
る
。
た
だ
し
、
新

聞
の
残
存
状
況
に
よ
り
問
題
も
生

じ
る
。
た
と
え
ば
、
管
見
の
限
り
、

『
九
州
日
報
』
は
一
八
九
四
（
明
治

二
十
七
）
年
の
一
年
分
が
残
存
し
て

い
な
い
。『
福
日
』
も
全
て
の
紙
面

が
完
全
に
揃
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ

の
よ
う
な
場
合
に
は
、
他
紙
を
組
み

合
わ
せ
て
利
用
し
、
欠
落
部
分
を
可

能
な
限
り
補
う
作
業
が
必
要
と
な

る
。

　

以
上
の
法
的
根
拠
を
ふ
ま
え
た
う

え
で
、
は
じ
め
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
作
業
が
可
能
と
な
る
。
次
に
、
現
在
進
め
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
作
業

の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。

五　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

　

最
初
に
、
旧
商
法
期
の
実
例
と
し
て
、
久
留
米
紡
績
株
式
会
社
の
商
業
登
記
公
告

　

小
倉
区
裁
判
所
門
司
出
張
所
に
つ
い
て
は
、『
門
司
新
報
』
に
次
の
と
お
り
公
告

が
み
え
る
。

門
司
出
張
所
ノ
取
扱
ニ
係
ル
法
人
及
商
業
登
記
ハ
明
治
三
十
三
年
一
月
一
日
ヨ

リ
仝
年
十
二
月
三
十
一
日
迄
門
司
新
報
ニ
掲
ケ
之
ヲ
公
告
ス

右
公
告
ス

明
治
三
十
二
年
十
二
月　

�

小
倉
区
裁
判
所（

　
）
49　

　

み
ら
れ
る
と
お
り
、
八
区
裁
判
所
管
内
に
お
け
る
登
記
公
告
は
、
原
則
、『
福
日
』

と
『
九
州
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
る
が
、
小
倉
区
裁
判
所
管
内
門
司
出
張
所
の
登
記
の

み
『
門
司
新
報
』
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
と
く
に
、
こ
の
点
は
注
意
を

要
す
る
。
一
九
〇
四
（
明
治
三
十
七
）
年
以
降
は
、
管
内
各
出
張
所
の
エ
リ
ア
に
関

係
な
く
、新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る（

　
）
50

。参
考
ま
で
に
、や
や
時
期
は
異
な
る
が
、

表
３
に
主
要
新
聞
三
紙
の
概
要
を
示
し
て
お
こ
う
。

　

上
記
を
ふ
ま
え
る
と
、
新
聞
紙
か
ら
明
治
期
に
お
け
る
福
岡
県
内
の
会
社
・
企
業

家
・
商
人
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
成
す
る
た
め
に
は
、
次
の
二
点
を
理
解
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
一
八
九
三
（
明
治
二
十
六
）
年
か
ら
一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
ま

で
の
商
業
登
記
公
告
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
『
福
日
』
と
『
門
司
新
報
』、
あ

る
い
は
『
九
州
日
報
』
と
『
門
司
新
報
』
と
い
う
二
紙
を
組
み
合
わ
せ
た
抽
出
作
業

が
必
要
で
あ
る
。　

　

第
二
に
、一
九
〇
四
年
以
降
は
吉
井
区
裁
判
所
が
加
わ
り
九
区
裁
判
所
と
な
る
が
、

各
新
聞
一
紙
に
福
岡
地
方
裁
判
所
管
内
全
て
の
商
業
登
記
公
告
が
掲
載
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
〇
四
年
以
降
の
公
告
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
『
福
日
』

表 3　主要新聞三紙の概要
福岡日日新聞 九州日報 門司新報

福岡日日新聞合資会社 九州日報社 門司新報社
福岡市須崎土手町5番地 福岡市中島町2番地 門司市西本町1丁目
1877年12月 1887年8月 1892年4月
合資会社 個人経営 個人経営
立憲政友会 不偏不党 立憲政友会
9ポイント 9ポイント半 9ポイント半
17字詰 16字詰 16字詰
112行 105行 105行
9段 9段 9段
10頁 8頁 6頁
日刊無休 日刊無休 日刊無休
1ヶ月37銭 1ヶ月37銭 1ヶ月37銭

出典：
注： 九州日報は『福陵新報』がその前身で，1898年5月10日，新たに平岡浩太郎が資

本主となり『九州日報』と改題した。

政派関係

1    段
１    行

戸谷一雄編『新聞総覧　大正五年版』日本電報通信社，1916年，620～629頁より。
購読料
発行日
頁   数
1    頁

活   字

新聞名
社   名
所在地
設   立
組   織
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仝　
　
　
　
　

古
賀
善
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
久
留
米
市
三
本
松
町
二
十
一
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　

星
野　

利
七

　
　

右
公
告
ス

　
　

明
治
廿
六
年
十
一
月
十
七
日　
　
　

久
留
米
区
裁
判
所（

　
）
51

　
　
　
　

会
社
登
記
変
更
ノ
公
告

　
　

明
治
廿
八
年
十
一
月
一
日
久
留
米
紡
績
株
式
会
社
左
ノ
通
変
更
ス

　
　

一
資
本
総
額　
　
　

金
参
拾
六
万
円

　
　

一
株
式
総
数　
　
　

七
千
弐
百
株

　
　

右
公
告
ス

　
　

明
治
廿
八
年
十
一
月
一
日　
　
　
　

久
留
米
区
裁
判
所（

　
）
52

　
　
　
　

会
社
登
記
変
更
ノ
公
告

　
　

明
治
三
十
一
年
一
月
廿
五
日
久
留
米
紡
績
株
式
会
社
登
記
事
項
中
左
ノ
通
リ
変

更
ス

　
　

一
会
社
存
立
時
期　

明
治
廿
四
年
七
月
ヨ
リ
明
治
五
十
三
年
六
月
三
十
日
迄

　
　

右
公
告
ス

　
　

明
治
三
十
一
年
一
月
二
十
六
日　
　

久
留
米
区
裁
判
所（

　
）
53

　
　
　
　

会
社
解
散
登
記
ノ
公
告

　
　

明
治
三
十
二
年
九
月
二
十
五
日
久
留
米
紡
績
株
式
会
社
左
ノ
通
登
記
ス

　
　

一
解
散
ノ
事
由　
　
　

三
池
紡
績
株
式
会
社
ニ
合
併

　
　

一
解
散
ノ
年
月
日　
　

明
治
三
十
二
年
九
月
二
十
日

を
示
そ
う
。
同
社
の
「
会
社
登
記
ノ
公
告
」
は
、
福
岡
県
下
に
お
け
る
株
式
会
社
と

し
て
第
一
号
で
あ
る
。
続
け
て
、同
社
の
主
た
る
「
会
社
登
記
変
更
ノ
公
告
」
と
「
会

社
解
散
登
記
ノ
公
告
」
を
示
そ
う
。

　
　
　

   

会
社
登
記
ノ
公
告

　
　

明
治
廿
六
年
十
一
月
十
七
日
左
ノ
通
登
記
ス

　
　

一
社
名         　
　

久
留
米
紡
績
株
式
会
社

　
　

一
営
業
所　
　
　
　

久
留
米
市
篠
山
町
四
百
二
十
七
番
地

　
　

一
会
社
ノ
目
的　
　

綿
糸
紡
績
営
業

　
　

一
資
本
ノ
総
額　

   

金
参
拾
万
円

　
　

一
株
式
ノ
総
数
及

ヒ
一
株
ノ
金
額　
　
　

六
千
株　

一
株
金
五
拾
円

　
　

一
各
株
式
ニ
付　

払
込
金
額　

　
　
　

金
拾
五
万
円

　
　

一
会
社
設
立
免
許　

明
治
廿
二
年
四
月
六
日

　
　

一
開
業　
　
　
　
　

明
治
廿
四
年
七
月
廿
七
日

　
　

一
会
社
存
立
時
期　

明
治
廿
四
年
七
月
廿
七
日
ヨ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
四
十
三
年
六
月
三
十
日
迄

　
　

一
取
締
役
ノ
氏
名
住
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
久
留
米
市
京
町
六
十
九
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

専
務
取
締
役　

林
田
正
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝
県
仝
市
仝
町
百
十
五
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

取
締
役　
　
　

榊　
　

直
矢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝
県
仝
市
米
屋
町
二
十
二
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝　
　
　
　
　

秋
山
松
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
県
佐
賀
市
蓮
池
町
四
十
五
番
地
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製
造
販
売

　
　

一
設
立
ノ
年
月
日　

明
治
参
拾
弐
年
七
月
弐
拾
五
日

　
　

一
資
本
総
額　
　
　

金
五
万
円

　
　

一
壱
株
ノ
金
額　
　

金
五
拾
円

　
　

一
各
株
ニ
付
払
込
タ
ル
株
金
額　
　

金
拾
三
円

　
　

一
公
告
ヲ
為
ス
方
法　

福
岡
日
日
新
聞
及
ビ
九
州
日
報
ニ
掲
載
ス

　
　

一
取
締
役
ノ
氏
名
住
所

　
　
　
　
　

福
岡
市
下
対
馬
小
路
四
拾
六
番
地
ヨ
リ
六
拾
番
地
迄
合
併
ノ
拾
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
藤　

儀
平

　
　
　
　
　

同
市
仝
町
弐
拾
九
番
地　
　
　
　
　
　
　

安
浦　

儀
七

　
　
　
　
　

同
市
上
鰯
町
弐
拾
弐
番
地　
　
　
　
　
　

津
田
信
次
郎

　
　
　
　
　

同
市
仝
町
拾
九
番
地　
　
　
　
　
　
　
　

石
蔵　

利
助

　
　
　
　
　

同
市
下
鰯
町
弐
拾
参
番
地　
　
　
　
　
　

立
石　

善
三

　
　

一
監
査
役
ノ
氏
名
住
所

　
　
　
　
　

粕
屋
郡
箱
崎
町
弐
千
七
百
弐
拾
五
番
地　

黒
木　

太
郎

　
　
　
　
　

福
岡
市
下
洲
崎
町
拾
八
番
地　
　
　
　
　

山
田
直
次
郎

　
　
　
　
　

仝
市
古
渓
町
拾
四
番
地　
　
　
　
　
　
　

大
須
賀
三
右
衛
門

　
　

一
存
立
ノ
時
期　
　
　

成
立
ノ
日
ヨ
リ
満
五
拾
ヶ
年

　
　

右
公
告
ス

　
　

明
治
参
拾
弐
年
八
月
九
日　
　
　
　

福
岡
区
裁
判
所（

　
）
56

　
　

一
明
治
参
拾
弐
年
九
月
廿
六
日
筑
豊
水
産
株
式
会
社
解
散
及
ビ
精
算
人
選
任
ヲ

登
記
ス

　
　

一
解
散
事
由
及
年
月
日　

明
治
参
拾
弐
年
九
月
拾
六
日

　
　

右
公
告
ス

　
　

明
治
三
十
二
年
九
月
二
十
五
日　
　

久
留
米
区
裁
判
所（

　
）
54

　
「
会
社
登
記
ノ
公
告
」
か
ら
会
社
設
立
時
の
基
本
事
項
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
、

久
留
米
紡
績
は
、
一
八
九
一
年
七
月
開
業
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
、同
社
の
よ
う
に
旧
商
法
施
行
前
よ
り
開
業
し
存
続
す
る
会
社
の
場
合
、

正
確
に
は
旧
商
法
施
行
に
伴
い
、
初
め
て
会
社
登
記
を
し
た
時
点
の
基
本
事
項
と
な

る
。
し
た
が
っ
て
、
必
ず
し
も
、
資
本
金
額
や
取
締
役
が
本
来
の
会
社
設
立
時
と
同

じ
と
は
限
ら
な
い
。
会
社
設
立
か
ら
旧
商
法
施
行
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
定
款
や

役
員
の
変
更
が
あ
り
得
る
た
め
で
あ
る
。
続
け
て
、
定
款
の
変
更
に
よ
り
資
本
金
の

増
額
、会
社
存
立
時
期
の
延
長
な
ど
も
判
明
す
る
。
最
後
に
、一
八
九
九
年
九
月
、「
三

池
紡
績
株
式
会
社
ニ
合
併
」
の
た
め
解
散（

　
）
55

し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
以
上
よ
り
、
同

社
の
存
続
期
間
は
開
業
日
か
ら
数
え
て
約
九
八
ヶ
月
（
八
年
）
と
導
き
出
さ
れ
る
。

　

次
に
、
新
商
法
施
行
後
の
実
例
と
し
て
、
筑
豊
水
産
株
式
会
社
の
公
告
を
示
そ
う
。

同
社
の
公
告
は
、
新
商
法
施
行
後
の
第
一
号
に
な
る
。
続
け
て
、
同
社
の
「
解
散
及

ビ
精
算
人
選
任
」
公
告
を
示
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　

会
社
登
記
公
告

　
　

明
治
三
拾
弐
年
八
月
九
日
左
ノ
通
リ
登
記
ス

　
　

一
商
号　
　
　
　
　

筑
豊
水
産
株
式
会
社

　
　

一
本
店　
　
　
　
　

福
岡
市
下
対
馬
小
路
浜
地

　
　

一
目
的　
　
　
　
　

カ
ナ
ギ
、田
作
、干
小
丸
ア
ゴ
、焼
ア
ゴ
、キ
ビ
ナ
ゴ
、干
鯣
、

干
鮑
、
干
小
鯛
、
干
賀
、
鰹
節
、
ヲ
ゴ
、
天
草
、
海
苔
、
等
販
売
上
ノ
委

托
ヲ
受
ケ
販
売
ヲ
為
シ
並
ニ
漁
業
者
ニ
対
シ
資
金
ヲ
貸
付
及
ビ
水
産
物
ヲ
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す
こ
と
は
到
底
出
来
な
い
た
め
、
備
考
欄
に
は
、
定
款
の
変
更
中
、
商
号
と
目
的
の

変
更
、
営
業
所
の
移
転
、
解
散
欄
に
解
散
年
月
日
と
そ
の
事
由
に
つ
い
て
抽
出
し
て

い
る
。
取
締
役
と
監
査
役
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
入
力
し
て
い

る
が
、
紙
幅
の
都
合
か
ら
表
４
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
。
表
５
は
商
人
の
商
号
登
記

事
項
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

六　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
信
頼
性

　

最
後
に
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
信
頼
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。
詳
述
し
た

と
お
り
、商
業
登
記
公
告
は
商
法
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。他
方
、既
述
の『
役

員
録
』
と
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
は
、
多
く
の
研
究
者
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
資
料
的
価
値
は
き
わ
め
て
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
上

記
の
『
役
員
録
』
や
『
人
名
録
』
は
、
民
間
調
査
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
掲
載
漏
れ
や
間
違
い
が
少
な
か
ら
ず
あ
る（

　
）
62

。

　

商
業
登
記
公
告
か
ら
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
場
合
、『
日
本
帝
国
司
法
省
登

記
統
計
年
報
』
を
基
準
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
年
報
に
は
、
都
道
府
県
別
の
会

社
設
立
登
記
数
と
解
散
数
が
本
社
と
支
店
別
に
掲
載
さ
れ
る
。
表
６
は
新
商
法
施
行

後
に
お
け
る
年
報
の
数
値
と
筆
者
作
成
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
数
値
を
比
較
し
た
も
の

で
あ
る
。年
に
よ
っ
て
多
少
の
誤
差
は
あ
る
が
、年
報
の
合
計
数
に
対
す
る
カ
バ
リ
ッ

ジ
は
、
設
立
数
九
九
％
、
解
散
数
九
八
％
と
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
に
近
い
。
よ
っ
て
、
抽

出
漏
れ
は
ほ
ぼ
無
い
と
言
え
よ
う
。
今
後
の
分
析
に
際
し
て
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
は

十
分
主
張
で
き
る
。
な
お
、
表
６
の
誤
差
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

明
確
に
説
明
し
得
な
い
。
商
業
登
記
公
告
か
ら
の
抽
出
作
業
に
お
け
る
見
落
と
し
が

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
年
報
の
数
値
を
抽
出
数
の
方
が
上
回
る
年
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
主
総
会
ニ
於
テ
任
意
解
散
ヲ
決
議
シ
タ
ル
ニ
因
ル

　
　

一
精
算
人
ノ
氏
名
住
所

　
　
　
　
　

福
岡
市
中
対
馬
小
路
廿
壱
番
地　
　

立
石　

善
平

　
　
　
　
　

仝
市
古
渓
町
拾
弐
番
地　
　
　
　
　

安
武
長
兵
衛

　
　

右
公
告
ス

　
　

明
治
三
十
二
年
九
月
廿
六
日　
　
　

福
岡
区
裁
判
所（

　
）
57

　

上
述
の
久
留
米
紡
績
の
場
合
と
異
な
り
、
新
商
法
に
よ
り
「
設
立
ノ
年
月
日
」
と

「
監
査
役
ノ
氏
名
住
所
」
が
公
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
商
号
登
記
の
公
告

と
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
を
用
い
て
、
一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
年
時
点
に

お
け
る
取
締
役
・
監
査
役
ら
の
家
業
を
確
認
す
る
と
、
柴
藤
儀
平
（
商
号
・
黒
崎
屋
）

は
魚
類
依
託
問
屋（

　
）
58

、
石
蔵
利
助
（
石
蔵
屋
）
は
諸
物
品
仲
買
及
び
委
託
売
買
問
屋
、

立
石
善
三
（
壱
州
屋
）
と
大
須
賀
三
右
衛
門
（
油
屋
）
は
諸
品
仲
買
問
屋
を
営
ん
で

い
る（

　
）
59

。
や
や
時
期
は
ず
れ
る
が
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
十
）
年
時
点
で
は
、
安
浦
儀

七
も
海
産
物
問
屋
業
で
あ
る（

　
）
60

。
つ
ま
り
、
同
社
は
仲
買
・
問
屋
を
家
業
と
す
る
博
多

商
人
を
中
心
に
設
立
さ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
事
情
は
不
明
で
あ
る

が
、
同
社
は
わ
ず
か
二
ヶ
月
足
ら
ず
で
解
散
す
る
。
同
社
の
事
例
は
、
泡
沫
会
社
の

側
面
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
同
業
者
の
結
合
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
こ
と
、
一
般

的
な
統
計
書
な
ど
に
は
掲
載
さ
れ
な
い
短
期
間
で
解
散
し
た
会
社
の
存
在
を
示
し
て

い
る
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
、
筆
者
が
実
際
に
作
成
し
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
部
分
を
示

し
た
も
の
が
表
４
と
表
５
で
あ
る
。
表
４
は
株
式
会
社
の
登
記
事
項
で
、
設
立
登
記

時
の
基
本
事
項
で
あ
る
。
た
だ
し
、
表
は
設
立
時
の
本
社
が
福
岡
県
所
在
の
会
社
に

限
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る（

　
）
61

。
設
立
後
の
登
記
事
項
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
全
て
を
示



─ 25 ─

表
 4

　
株

式
会

社
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

一
例

第
十

七
国

立
銀

行
福

岡
市

福
岡

橋
口

町
8
6
番

地
銀

行
営

業
設

立
時

資
本

金
1
0
5
,0

0
0
円

，
頭

取
佐

野
弥

平
，

本
店

福
岡

県
第

一
大

区
一

小
区

福
岡

橋
口

町
8
6
番

地
→

(株
)十

七
銀

行
M

3
0
.6

.1
6
/
国

立
銀

行
営

業
満

期
前

特
別

処
分

法
に

よ
り

営
業

継
続

許
可

M
3
0
.9

.2
2
/
商

号
変

更
M

3
7
.2

.1
5
/
福

岡
市

麹
屋

町
1
0
番

地
に

移
転

（
M

3
7
.3

.1
1
登

記
）

M
4
1
.3

.1
5
/
福

岡
市

博
多

橋
口

町
5
番

地
に

移
転

（
M

4
1
.3

.1
6
登

記
）

⇒
(株

)福
岡

銀
行

S
2
0
.3

.3
1
/
(株

)十
七

銀
行

・
(株

)筑
邦

銀
行

・
(株

)嘉
穂

銀
行

・
(株

)福
岡

貯
蓄

銀
行

4
行

新
設

合
併

(株
)京

町
銀

行
久

留
米

市
京

町
6
8
番

地
証

券
の

割
引

，
為

換
及

び
諸

預
金

，
貸

金
事

業
，

公
債

証
書

・
地

方
債

券
・
株

券
の

買
入

前
身

は
京

町
貸

金
会

社
，

設
立

時
資

本
金

4
0
,0

0
0
円

，
社

長
里

村
槌

衛
，

本
店

御
井

郡
久

留
米

京
町

2
丁

目
6
8
番

地
M

2
6
.1

1
/
定

款
認

可
，

(株
)京

町
銀

行
と

商
号

変
更

(株
)六

十
一

銀
行

へ
「
合

併
ニ

依
リ

消
滅

」
（
M

3
0
.7

.9
登

記
）

⇒
(株

)六
十

一
銀

行
第

八
十

七
国

立
銀

行
企

救
郡

小
倉

町
大

字
室

町
4
1
番

地
銀

行
一

般
の

業
務

を
営

み
公

衆
の

便
益

を
謀

る
為

設
立

時
資

本
金

8
0
,0

0
0
円

，
頭

取
柏

木
黙

二
，

本
店

中
津

郡
大

橋
村

2
1

番
地

→
(株

)八
十

七
銀

行
銀

行
営

業
M

3
0
.3

.1
8
/
国

立
銀

行
営

業
満

期
前

特
別

処
分

法
に

よ
り

営
業

継
続

許
可M

3
0
.7

.1
/
目

的
・
商

号
変

更
（
M

3
0
.7

.1
登

記
）

「
株

式
会

社
百

三
十

銀
行

ト
合

併
ニ

因
リ

解
散

」
（
M

3
5
.1

2
.2

登
記

）
第

六
十

一
国

立
銀

行
久

留
米

市
片

原
町

1
8
番

地
銀

行
営

業
設

立
時

資
本

金
1
0
0
,0

0
0
円

，
頭

取
有

馬
元

長
，

本
店

御
井

郡
久

留
米

片
原

町
8
番

地
→

(株
)六

十
一

銀
行

M
2
9
.1

2
.1

0
/
国

立
銀

行
営

業
満

期
前

特
別

処
分

法
に

よ
り

継
続

認
可

M
3
0
.4

.1
/
商

号
変

更
（
M

3
0
.4

.2
登

記
）

「
株

主
総

会
ノ

決
議

ヲ
以

テ
解

散
」
（
T

1
.1

1
.1

3
登

記
）

第
九

十
六

国
立

銀
行

山
門

郡
柳

河
町

瀬
高

9
番

地
銀

行
営

業
設

立
時

資
本

金
5
0
,0

0
0
円

，
頭

取
立

花
弘

樹
，

本
店

山
門

郡
柳

河
瀬

高
町

1
0
0
番

地
，

の
ち

瀬
高

町
8
3
番

地
，

瀬
高

町
9
番

地
に

移
転

→
(株

)柳
河

銀
行

M
2
9
.1

2
.1

2
/
国

立
銀

行
営

業
満

期
前

特
別

処
分

法
に

よ
り

継
続

認
可

M
3
0
.4

.8
/
商

号
変

更
（
M

3
0
.4

.8
登

記
）

(株
)筑

邦
銀

行
に

合
併

⇒
(株

)筑
邦

銀
行

(株
)柳

河
点

滴
銀

行
山

門
郡

柳
河

町
瀬

高
2
0
番

地
貸

金
及

び
諸

預
り

並
び

に
為

替
・
荷

為
替

，
証

券
割

引
前

身
は

点
滴

社
，

設
立

時
資

本
金

2
5
,0

0
0
円

，
社

長
阿

部
譲

M
2
6
.1

2
/
定

款
認

可
，

(株
)柳

河
点

滴
銀

行
と

商
号

変
更

→
(株

)柳
河

商
業

銀
行

山
門

郡
柳

河
町

細
工

町
8
3
番

地
第

一
．

貯
蓄

預
金

幷
に

諸
預

り
金

及
び

貸
附

，
第

二
．

手
形

の
割

引
及

び
取

立
，

三
．

為
替

及
び

荷
為

替

M
3
5
.4

.1
8
/
本

店
住

所
，

商
号

，
目

的
変

更
（
M

3
5
.5

.7
登

記
）

M
4
0
.2

.1
8
/
目

的
を

「
銀

行
業

」
と

変
更

（
M

4
0
.2

.1
8
登

記
）

M
4
1
.8

/
山

門
郡

柳
河

町
瀬

高
町

2
7
番

地
と

変
更

（
M

4
1
.8

.8
登

記
）

→
(株

)塩
田

銀
行

佐
賀

県
藤

津
郡

塩
田

村
大

字
馬

場
下

甲
7
2
7
番

地
M

4
3
.5

.2
0
/
商

号
変

更
，

本
店

は
佐

賀
県

へ
移

転
（
M

4
3
.5

.2
1
登

記
）

本
店

，
佐

賀
県

へ
転

出

(株
)荘

島
銀

行
久

留
米

市
荘

島
町

1
1
9
番

地
証

券
の

割
引

，
為

換
事

業
並

び
に

諸
預

か
り

及
び

貸
金

前
身

は
荘

島
貸

金
会

社
，

設
立

時
資

本
金

2
0
,6

7
0
円

，
社

長
中

山
顕

介
，

本
店

御
井

郡
久

留
米

荘
島

町
西

竪
丁

1
1
4
番

地
M

2
6
.1

1
/
定

款
認

可
，

(株
)荘

島
銀

行
と

商
号

変
更

(株
)六

十
一

銀
行

へ
「
合

併
ニ

依
リ

消
滅

」
（
M

3
0
.7

.2
登

記
）

⇒
(株

)六
十

一
銀

行
豊

築
貸

金
(株

)
築

城
郡

築
城

村
船

迫
9
2
番

地
貸

金
営

業
「
株

主
総

会
ノ

決
議

ニ
因

リ
解

散
」
（
T

8
.1

.2
1
登

記
）

(株
)筑

紫
銀

行
福

岡
市

下
対

馬
小

路
1
番

地
為

替
事

業
，

諸
預

り
，

貸
付

，
証

券
の

割
引

前
身

は
無

限
責

任
筑

紫
銀

行
，

設
立

時
資

本
金

1
2
0
,0

0
0
円

，
頭

取
下

沢
善

右
衛

門
，

本
店

は
左

に
同

じ
M

2
6
.1

1
/
定

款
認

可
，

(株
)筑

紫
銀

行
と

商
号

変
更

「
総

株
主

ノ
任

意
ニ

ヨ
リ

」
解

散
（
M

3
1
.3

.3
0
登

記
）

(株
)福

洲
銀

行
上

妻
郡

福
島

町
本

町
1
0
9
番

地
証

券
の

割
引

，
為

換
事

業
，

諸
預

及
び

貸
金

前
身

は
福

洲
銀

行
，

設
立

時
資

本
金

6
1
,0

0
0
円

，
頭

取
松

延
忠

次
，

本
店

上
妻

郡
福

島
町

本
町

1
0
9
番

地
M

2
6
.1

2
/
定

款
認

可
，

(株
)福

洲
銀

行
と

商
号

変
更

八
女

銀
行

⇒
(株

)八
女

銀
行

興
産

(株
)

山
門

郡
柳

河
町

大
字

瀬
高

町
3
2

番
地

地
方

の
物

産
を

繁
殖

せ
し

む
る

を
目

的
と

す
，

す
な

わ
ち

缶
詰

・
足

袋
・
蓙

製
造

及
び

織
物

・
染

物
・
貸

金
等

の
事

業
を

為
す

前
身

は
興

産
義

社
M

3
9
.1

.2
9
/
山

門
郡

柳
河

町
隅

町
4
8
番

地
に

移
転

（
M

3
9
.2

.5
登

記
）

⇒
福

岡
県

水
産

缶
詰

合
同

会
社

(株
)金

島
銀

行
御

井
郡

金
島

村
金

島
8
9
3
番

地
証

券
の

割
引

，
為

替
事

業
，

諸
預

及
び

貸
金

前
身

は
金

島
銀

行
，

設
立

時
資

本
金

1
0
0
,0

0
0
円

，
頭

取
鹿

毛
崎

太
郎

，
本

店
御

井
郡

金
島

村
1
0
7
6
番

地
M

2
7
.1

/
定

款
認

可
，

(株
)金

島
銀

行
と

商
号

変
更

解
散

決
議

(株
)吉

井
銀

行
生

葉
郡

吉
井

町
吉

井
1
3
6
8
番

地
銀

行
営

業
前

身
は

吉
井

銀
行

，
設

立
時

資
本

金
5
0
,0

0
0
円

，
頭

取
佐

々
木

吉
長

，
本

店
生

葉
郡

吉
井

町
1
3
6
8
番

地
M

2
6
.1

2
/
定

款
認

可
，

(株
)吉

井
銀

行
と

商
号

変
更

M
3
3
.5

.2
9
/
浮

羽
郡

吉
井

町
1
3
6
8
番

地
に

移
転

（
M

3
3
.5

.2
9
登

記
）

(株
)生

吉
銀

行
に

合
併

⇒
(株

)生
吉

銀
行

(株
)成

産
銀

行
上

妻
郡

福
島

町
本

町
1
番

地
証

券
の

割
引

，
為

替
事

業
，

諸
預

り
，

貸
金

前
身

は
成

産
会

社
，

本
店

は
左

に
同

じ
M

2
6
.1

2
/
定

款
認

可
，

(株
)成

産
銀

行
と

商
号

変
更

「
株

主
総

会
ノ

決
議

ニ
因

リ
解

散
」
（
M

3
8
.4

.6
登

記
）

(株
)博

多
米

穀
取

引
所

福
岡

市
東

中
洲

町
2
1
2
番

地
米

穀
売

買
取

引
営

業
→

(株
)博

多
米

穀
株

式
取

引
所

米
穀

・
株

式
売

買
取

引
営

業
M

2
8
.4

.1
6
/
商

号
変

更
（
M

2
8
.4

.1
6
登

記
）

→
(株

)博
多

米
穀

取
引

所
M

3
6
.1

0
.1

3
/
商

号
変

更
（
M

3
6
.1

0
.1

3
登

記
）

M
4
5
.4

.1
/
福

岡
市

下
鰯

町
2
8
番

地
に

移
転

（
M

4
5
.4

.1
1
登

記
）

→
(株

)博
多

株
式

取
引

所
当

取
引

所
は

市
場

を
設

置
し

，
米

及
び

内
外

の
国

債
，

地
方

債
，

諸
会

社
株

式
社

債
等

の
各

証
券

を
売

買
取

引
せ

し
む

る
を

以
て

目
的

と
す

T
3
.9

/
商

号
・
目

的
変

更
（
T

3
.9

.1
7
登

記
）

月
目

　
　

的
年

現
　

存

   →
 商

号
変

更
 /

 ⇒
 合

併
先

営
業

所
住

所
開

　
業

年
日

(社
番

)
商

　
　

号
設

立
免

許

月
備

考
（
商

号
，

目
的

，
本

店
住

所
の

変
更

等
）

解
　

散

解
散

又
は

合
併

等
の

事
由

年
月

日
年

日

資
本

金
（
円

）
1
株

（
円

）
払

込
額

（
円

）
日

月

登
　

 記
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月
目

　
　

的
年

   →
 商

号
変

更
 /

 ⇒
 合

併
先

営
業

所
住

所
開

　
業

年
日

(社
番

)
商

　
　

号
設

立
免

許

月
備

考
（
商

号
，

目
的

，
本

店
住

所
の

変
更

等
）

解
　

散

解
散

又
は

合
併

等
の

事
由

年
月

日
年

日

資
本

金
（
円

）
1
株

（
円

）
払

込
額

（
円

）
日

月

登
　

 記

豊
前

製
糸

(株
)

仲
津

郡
豊

津
村

豊
津

5
1
3
番

地
-

製
糸

営
業

前
身

は
豊

蚕
社

。
9
2
5
円

株
金

，
1
2
,8

0
0
円

基
本

金
，

4
5
円

義
損

金
「
株

主
総

会
ノ

決
議

ニ
依

リ
」
解

散
（
M

3
3
.6

.2
5
登

記
）

専
転

(株
)

山
門

郡
柳

河
町

大
字

細
工

町
9
1

番
地

時
辰

儀
及

び
附

属
品

，
そ

の
他

洋
服

装
飾

品
等

を
販

売
し

て
貸

金
を

な
す

「
株

主
総

会
ノ

決
議

ニ
依

リ
」
解

散
（
T

2
.1

.8
登

記
）

(株
)三

池
銀

行
三

池
郡

江
浦

村
江

浦
4
5
8
番

地
証

券
の

割
引

，
物

品
の

歩
入

及
び

為
替

事
業

並
び

に
諸

預
り

，
貸

金
前

身
は

三
池

銀
行

，
設

立
時

資
本

金
2
0
,0

0
0
円

。
M

2
6
.1

2
/
定

款
認

可
，

(株
)三

池
銀

行
と

商
号

変
更

T
5
.5

/
目

的
を

「
証

券
の

割
引

，
物

品
の

歩
入

及
び

為
替

事
業

並
び

に
諸

預
り

貸
金

又
は

普
通

貯
金

据
置

貯
金

，
定

期
積

金
等

の
事

業
を

以
て

営
業

の
本

務
と

す
」
と

変
更

（
T

5
.5

.1
6
登

記
）

(株
)永

福
銀

行
上

妻
郡

福
島

町
本

町
9
0
番

地
証

券
の

割
引

，
為

替
事

業
，

諸
預

り
，

貸
金

前
身

は
永

福
社

，
設

立
時

資
本

金
1
5
,0

0
0
円

M
2
6
.1

2
/
定

款
認

可
，

(株
)永

福
銀

行
と

商
号

変
更

T
8
.2

.7
/
八

女
郡

福
島

町
本

町
1
0
0
番

地
に

移
転

（
T

8
.2

.1
8
登

記
）

廃
業

(株
)田

主
丸

銀
行

竹
野

郡
田

主
丸

町
田

主
丸

2
7
2

番
地

証
券

の
割

引
，

為
替

事
業

，
諸

預
及

び
貸

金
前

身
は

田
主

丸
銀

行
，

設
立

時
資

本
金

4
0
,0

0
0
円

M
2
6
.1

2
/
定

款
認

可
，

(株
)田

主
丸

銀
行

と
商

号
変

更
M

3
0
.1

.1
3
/
浮

羽
郡

田
主

丸
町

田
主

丸
2
7
0
番

地
-
1
-
2
に

移
転

（
M

3
0
.1

.1
3
登

記
）

(株
)筑

邦
銀

行
に

合
併

九
州

鉄
道

(株
)

企
救

郡
文

字
ヶ

関
村

大
字

門
司

9
1
1
番

地
運

輸
営

業
設

立
時

資
本

金
7
,5

0
0
,0

0
0
円

※
登

記
で

は
開

業
日

は
1
2
月

3
日

と
あ

る
が

，
官

報
で

は
博

多
・
久

留
米

間
の

開
業

日
は

1
2
月

1
3
日

「
鉄

道
国

有
法

ニ
依

リ
政

府
ニ

買
収

セ
ラ

レ
タ

ル
ニ

因
リ

」
解

散
（
M

4
0
.7

.4
登

記
）

門
司

築
港

(株
)

企
救

郡
文

字
ヶ

関
村

大
字

門
司

1
0
9
2
番

地
門

司
港

湾
開

築
営

業
「
営

業
満

期
ニ

依
リ

」
解

散

久
留

米
紡

績
(株

)
久

留
米

市
篠

山
町

4
2
7
番

地
綿

糸
紡

績
営

業
前

身
は

有
限

責
任

久
留

米
紡

績
会

社
M

2
6
.1

1
/
株

式
会

社
化

「
三

池
紡

績
株

式
会

社
ニ

合
併

」
の

た
め

解
散

（
M

3
2
.9

.2
5
登

記
）

⇒
三

池
紡

績
(株

)
三

池
紡

績
(株

)
三

池
郡

大
牟

田
町

横
須

1
2
3
2
番

地
綿

糸
紡

績
業

前
身

は
有

限
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氏名
近見熊次郎 八女郡 福島町本町157番地 肥後屋 呉服販売 左記住所に同じ
山下政吉 八女郡 福島町本町309番地 蓮根屋 野菜乾物線香販売並びに麩製造

業
左記住所に同じ

荒巻伊之吉 八女郡 福島町本町251番地 米屋 穀物販売并に蠟燭製造販売業 左記住所に同じ
高崎新兵衛 久留米市 三本松町71番地 森呉服店 呉服太物商 左記住所に同じ
大山与四郎 福岡市 古小路26番地 清水屋 酒造販売業 左記住所に同じ
清田弥吉 八女郡 福島町本町207番地 薩摩屋本家 蒟蒻玉販売 左記住所に同じ
石蔵利平 福岡市 上鰮町18番地 石蔵屋 酒造業 左記住所に同じ
石蔵利平 福岡市 上鰮町18番地 石蔵屋支店 酒造業 筑紫郡堅粕村西堅粕645番地-

内海善兵衛 福岡市 下呉服町12番地 鞍屋 薬種屋 左記住所に同じ
南川甚右衛門 福岡市 下鰮町81番地 由岐屋 諸仲買問屋 左記住所に同じ
安元邦太郎 久留米市 三本松町53番地 柳屋洋服店 洋物商 左記住所に同じ
江島吉太郎 八女郡 福島町本町317番地 五節句屋 提灯，雛人形，玩具の類 左記住所に同じ
古海伊右衛門 遠賀郡 黒崎町藤田1881番地 富士屋 酒類販売業 左記住所に同じ
古海彦七 遠賀郡 黒崎町藤田1892番地 富士屋 糀製造，陶器販売業 左記住所に同じ
岩崎九八 遠賀郡 黒崎町藤田1875番地 島屋 穀物商 左記住所に同じ
西原藤次郎 糸島郡 前原村前原1270番地 綿屋 呉服類太物類荒物類小間物類

煙草類売薬類砂糖類筆紙墨文
具類度量衡絹綿糸類塗物類

左記住所に同じ

武藤国太郎 八女郡 上妻村大字祈祷院461番地 鍋屋 楮皮并に反物商 左記住所に同じ
国武喜次郎 久留米市 通町5丁目168・169番地 魚喜 太物及び糸商 久留米市通町5丁目169番地
三苫朝次郎 福岡市 網場町10番地 丸三商店 呉服太物商 左記住所に同じ
深堀伊平次 福岡市 川端町13番地 万屋 砂糖販売業 左記住所に同じ
高木久助 朝倉郡 秋月町大字下秋月532番地 広久本家 晒葛製造及び販売 左記住所に同じ
城戸栄吉 早良郡 西新町西新6番地 御笠屋 材木商酒類販売業 左記住所に同じ
永井伝吉 福岡市 糀屋町2番地 多飛屋 農馬具販売 左記住所に同じ
手崎茂助 八女郡 福島町本町327番地 コメモ商店 穀物販売 左記住所に同じ
松延源之丞 八女郡 福島町本町148番地 梅屋 薬種販売業 左記住所に同じ
室園十蔵 八女郡 福島町本町6番地-2 蛭子屋 酒類製造販売業 左記住所に同じ
宮内延平 福岡市 下名島町46番地 表具屋 呉服太物古着商 左記住所に同じ
安田勇吉 福岡市 西町62番地 古味屋 乾物并に酒販売業 左記住所に同じ
具島勘右衛門 福岡市 上市小路36番地 久留米屋 呉服商 左記住所に同じ
田隅甚吉 福岡市 西町129番地 山本屋 砂糖小売并に菓子製造 左記住所に同じ
田村治三郎 三瀦郡 大川町向島2221番地 田村商店 米穀肥料販売并に質屋業 左記住所に同じ
田村春三郎 三瀦郡 大川町向島2343番地 田春支店 米穀肥料食塩繰綿石油販売 三潴郡大川町向島2367番地
田村春三郎 三瀦郡 大川町向島2343番地 石田屋 醤酒酢製造 左記住所に同じ
水田常三郎 久留米市 通町9丁目302番地 三菱商会 ラムネ製造販売 左記住所に同じ
徳永猪太郎 久留米市 三本松町37番地 柳屋 履物商 左記住所に同じ
鹿子木耀之進 久留米市 櫛原町6番地 鶴印鎮西木綿本

舗
木綿販売業 左記住所に同じ

飯田甚吉 久留米市 三本松28番地 荒甚呉服店 呉服太物商 左記住所に同じ
水田常三郎 久留米市 通町9丁目302番地 豊源堂水田商店 薬種商・絵具染料商・酒精営業・

洋和酒阿片卸売・写真用具品・
医術器械売・薬営業その他化粧
品

本店久留米市通町302番地，支
店久留米市通町32番地

船津時次郎 鞍手郡 直方町直方165番地 境屋 ラムネ製造及び販売 左記住所に同じ
茅野耕作 鞍手郡 直方町直方125番地 永野屋 魚仲買及び乾物商 左記住所に同じ
佐藤竹太郎 八女郡 福島町本町361番地 油屋 穀物并に油大豆粕商 左記住所に同じ
安永安太郎 鞍手郡 直方町直方401番地-1 亀屋 金物商并に古物商 左記住所に同じ
松井暦蔵 鞍手郡 直方町直方60番地 蔦屋 呉服商并に煙草卸販売 左記住所に同じ
西原藤三郎 糸島郡 前原村前原1271番地 綿屋本店 醬油醸造并に販売，絞蠟製造并

に販売，酒類販売
左記住所に同じ

倉田雲平 久留米市 米屋町70番地 槌屋 仕立物・足袋地類靴馬具楮皮革
商

左記住所に同じ

西原藤三郎 糸島郡 前原村前原1271番地 綿屋支店 酒造販売 糸島郡小冨士村久我2572番地
許斐太平 福岡市 船町11番地 苫屋 芋販売業 左記住所に同じ
久野宗吉 福岡市 下鰮町30番地 瀬戸屋 諸仲買問屋 左記住所に同じ
笠与三郎 福岡市 古小路31番地 更砂屋与栄堂 小間物販売業 左記住所に同じ
左座喜六 福岡市 福岡橋口町18番地 先春園 茶商 左記住所に同じ
的野左門 福岡市 上須崎町54番地 的野商店 欧米雑貨商 左記住所に同じ
社家間善次郎 福岡市 北船町20番地 米善 米穀販売業 左記住所に同じ
大原和三郎 福岡市 西町42番地 米一 穀物煙草販売 左記住所に同じ
畑平吉 福岡市 西町34番地 米次 糀販売業 左記住所に同じ
野村久次 福岡市 中間町2番地 斧屋 質屋兼古物商 左記住所に同じ
岸原一郎 福岡市 下新川端町13番地 明治屋 石版印刷業 左記住所に同じ
深沢徳三郎 福岡市 川端町18番地 万屋 菓子販売業 左記住所に同じ
樺島太平 八女郡 福島町本町230番地 吉田屋 楮并に紙卸商 左記住所に同じ
三隅テイ 朝倉郡 秋月町大字下秋月571番地 楠屋 元結鬢付製造及び販売并に小間

物商
左記住所に同じ

永井重太郎 朝倉郡 甘木町大字甘木1014番地 松尾屋本家 呉服太物販売業 左記住所に同じ
遠藤仁平 朝倉郡 甘木町大字甘木1019番地 松金屋 旅人宿及び足袋製造并に販売業 左記住所に同じ
永井重太郎 朝倉郡 甘木町大字甘木1014番地 松尾屋支店 紡績糸類販売業 朝倉郡甘木町大字甘木1015番

地吉原茂八 福岡市 魚町39番地 加野屋 諸仲買問屋 福岡市魚町21番地-2
石蔵利助 福岡市 上鰮町19番地 石蔵屋 諸物品仲買及び委託売買問屋 左記住所に同じ
樋口伊三郎 福岡市 大工町20番地 銭屋 醬油酢製造并に漬物販売 左記住所に同じ
奥村次平 福岡市 中石堂町2番地 多葉粉屋 荒物商 左記住所に同じ
橋本吉平 福岡市 魚町1番地 公明堂 文具・砂糖・荒物販売業 左記住所に同じ
小林梅吉 福岡市 魚町42番地 西浜屋 諸仲買問屋 福岡市魚町21番地-3
橋本芳太郎 福岡市 魚町4番地 勢門源 諸仲買問屋 福岡市魚町24番地-2
高木熊吉 福岡市 万町11番地 玄界屋 諸仲買問屋 福岡市魚町21番地-5
橋本安太郎 福岡市 魚町28番地 勢門喜 諸仲買問屋 福岡市魚町24番地-2
神崎徳蔵 企救郡 小倉町56番地 神徳 呉服太物洋端物商 左記住所に同じ
酒井弥助 企救郡 小倉町宝町13番地 芳野屋 諸物品委託販売問屋 左記住所に同じ
小林岩槌 企救郡 小倉町鳥町11番地 麹屋 味噌漬物製造販売兼洋酒缶詰

販売業
左記住所に同じ

神崎慶次郎 企救郡 小倉町魚町86番地 神慶 酒類製造販売業 左記住所に同じ
神崎岩蔵 企救郡 小倉町魚町147番地 神岩 醬油製造販売業 左記住所に同じ
高木吉兵衛 朝倉郡 秋月町大字下秋月508番地 広田屋 晒葛製造及び販売業 左記住所に同じ
南川甚五郎 福岡市 下鰮町10番地 向岐屋 諸仲買問屋 左記住所に同じ
八尋伊三郎 福岡市 下新川端町29番地 登茂屋 紙類荒物卸販売業 左記住所に同じ
太田嘉兵衛 福岡市 上東町1番地 豊後屋 酒造業并に売薬業 左記住所に同じ
久野伍平 福岡市 下須崎町29番地 瀬戸屋 諸仲買問屋 左記住所に同じ
斎藤善助 福岡市 上鰮町10番地 角屋 蠟油問屋 左記住所に同じ
荒井藤枝 福岡市 下新川端町26番地-1 博多屋 旅人宿業 左記住所に同じ
松本清右衛門 福岡市 上洲崎町29番地 角屋 蠟燭販売 左記住所に同じ
矢野卯平 福岡市 下鰮町14番地 松葉屋 諸仲買問屋 左記住所に同じ
大須賀三右衛門 福岡市 古渓町14番地 油屋 諸仲買問屋 左記住所に同じ
西頭三五郎 福岡市 古渓町2番地 西浜屋 諸仲買問屋 左記住所に同じ
安武長兵衛 福岡市 古渓町12番地 鐘崎屋 諸仲買問屋 左記住所に同じ
田島太平 福岡市 下市小路32番地 田島屋 塩問屋 左記住所に同じ
平井茂三郎 八女郡 福島町本町188番地 釜屋 竹皮販売并に楮皮卸商 左記住所に同じ
安永嘉七 久留米市 米屋町66番地 柳屋 蒲鉾并に氷商 左記住所に同じ

表 5　 商人データベースの一例
任意
番号

営業所の住所 登記年月日 出典日（新聞）
住所

商号所有者
商号 営業の種類
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氏名
任意
番号

営業所の住所 登記年月日 出典日（新聞）
住所

商号所有者
商号 営業の種類

近藤熊五郎 久留米市 新町36番地 菱屋 色染紺屋 左記住所に同じ
松本宗太郎 久留米市 鍛冶屋町22番地 米屋 精米卸小売 左記住所に同じ
安永嘉助 久留米市 細工町1番地 青々舘 宿屋業 左記住所に同じ
松井儀平 久留米市 通町214番地 松井本店 絣商 左記住所に同じ
都甲徳次郎 鞍手郡 直方町直方437番地-1 永徳屋 穀物商 左記住所に同じ
櫛木瀬七 企救郡 小倉町米町44番地 茶屋 和洋紙文具類并に和洋帳簿製造

販売業
左記住所に同じ

時枝ハツ 糸島郡 前原村前原1247番地 千福屋 旅籠屋料理店 左記住所に同じ
西原藤七 糸島郡 前原村前原1266番地 綿屋 絞蠟，絞油，蠟燭類，油類，麻糸

類，マッチ類
左記住所に同じ

福富利三郎 筑紫郡 豊平村大字豊福158番地 米屋 履物卸商 左記住所に同じ
谷口亀太郎 福岡市 紺屋町48番地 曾根屋 菓子製造及び砂糖販売業 左記住所に同じ
高山与助 福岡市 福岡橋口町43番地 高津屋 小間物卸商 左記住所に同じ
中尾卯作 福岡市 福岡橋口町83番地 成巳屋本家 酒造業 左記住所に同じ
山本八平 久留米市 通町25番地 中島屋 古着及び新物卸売 左記住所に同じ
上野ワサ 久留米市 瀬ノ下町346番地 登治屋 中風根切売薬商 左記住所に同じ
秋山利作 久留米市 通町108番地 秋利 太物及び糸商 左記住所に同じ
古賀貞吉 久留米市 片原町23番地 古賀貞商店 洋傘類，反物洋服地類，附属品

並びに仕立物，器械類
左記住所に同じ

藤原伊平 筑紫郡 三宅村老司98番地 油屋 材木卸商 左記住所に同じ
帆足豊吉 鞍手郡 勝野村藤野3661番地 三七支店 呉服荒物商 鞍手郡勝野村藤野3654番地
平井新助 朝倉郡 甘木町大字甘木1820番地 水納屋 綿，書籍，糸，筆紙墨文具，荒物

商
左記住所に同じ

森田宗右衛門 早良郡 西新町西新587番地 密屋 質屋，古物商，売薬，絵具染料煙
草販売

左記住所に同じ

山際徳次郎 福岡市 川端町5番地 紅屋 呉服太物絣類販売業 左記住所に同じ
中牟田藤兵衛 福岡市 大工町12番地-2 岩田屋 呉服販売業 左記住所に同じ
深川杢三郎 福岡市 下名島町18番地 油屋 金物商 左記住所に同じ
篠崎仁三郎 福岡市 下対馬小路78番地 湊屋 諸仲買問屋 左記住所に同じ
渡辺新兵衛 福岡市 下鰮町90番地 対馬屋 諸仲買問屋 左記住所に同じ
小川小七 福岡市 糀屋町20番地 紙小 和小小間物商 左記住所に同じ
小川フ（つ？）子 福岡市 糀屋町22番地 イロハ舘 旅人宿業 左記住所に同じ
古川芳兵衛 福岡市 糀屋町12番地 小川金物商 金物商 左記住所に同じ
小川小三次 福岡市 糀屋町16番地 小川呉服商 呉服卸商 左記住所に同じ
深見房次郎 福岡市 上土居町37番地 釜屋 犂頭鍋釜洋銑類 左記住所に同じ
深見平次郎 福岡市 上土居町9番地 釜惣 和洋諸金物類一切 福岡市上土居町22番地
深見平次郎 福岡市 上土居町9番地 かなや本家 犂頭鍋釜神仏具類鋳造 左記住所に同じ
中牟田喜兵衛 福岡市 糀屋町31番地 岩田屋 呉服太物商 左記住所に同じ
鳥飼吉松 福岡市 上名島町35番地 巳鳥屋喜兵衛 蠟燭販売業 左記住所に同じ
白水嘉七 福岡市 下東町9番地 酢屋 米穀販売業 左記住所に同じ
山本豊吉 福岡市 福岡橋口町67番地 山本第二商店 ビール和洋酒缶詰各種卸販売 福岡市東中洲105番地
松延伊太郎 八女郡 黒木町黒木31番地-3 梅屋 薬種及び洋酒類，火薬絵具染料

販売業
左記住所に同じ

松木市蔵 八女郡 黒木町黒木164番地 酢屋支店 材木卸，茶卸，楮皮並びに穀物
乾物太物販売

八女郡矢部村北矢部10724番地

松木辰蔵 八女郡 黒木町黒木164番地 酢屋本店 材木卸，茶卸，楮皮販売業 左記住所に同じ
秀徳次平 八女郡 黒木町黒木32番地 蠟屋 茶及び楮皮販売業 左記住所に同じ
赤司常次郎 久留米市 三本松町36番地 薬入金物店 金物商 左記住所に同じ
青木茂平 久留米市 通外町21番地 神口屋 煙草商 左記住所に同じ
寺崎良七 久留米市 通町26番地 古賀屋 古着並び新物商 左記住所に同じ
石井幸太郎 八女郡 川崎村山内501番地，当時八

女郡福島町本町64番地寄留
麹屋本家 煙草ガラス店 八女郡福島町本町64番地

岩崎三十郎 遠賀郡 黒崎町藤田1906番地 藤島屋 菓子製造卸小売及び穀物販売 左記住所に同じ
城野代蔵 早良郡 鳥飼村鳥飼1822番地 鰮屋 陶器卸商 左記住所に同じ
本村庄平 久留米市 通町95番地96番地合併 松庄 絹太物紡績糸商 左記住所に同じ
田中善七 遠賀郡 黒崎町熊手373番地 亀屋 陶器販売蒟蒻製造ラムネ酒類販

売
左記住所に同じ

清田八次郎 八女郡 福島町本町201番地 薩摩屋 蒟蒻玉販売業 左記住所に同じ
守永勝助 企救郡 小倉町京町46番地 広島屋 酒類製造販売業 左記住所に同じ
守永久吉 企救郡 小倉町京町42番地 広島屋 呉服太物販売業 左記住所に同じ
神崎担三郎 企救郡 小倉町京町61番地 神担 呉服太物洋反物商 左記住所に同じ
中村長九郎 糟屋郡 箱崎町箱崎2515番地 米田屋本店 酒造販売業 左記住所に同じ
野田甚四郎 浮羽郡 吉井町1262番地 魚屋 酒造業 左記住所に同じ
今村八十吉 浮羽郡 田主丸町田主丸283番地 糀屋 米穀商 左記住所に同じ
重富四郎 山門郡 柳河町辻町8番地 津多屋 古物商 左記住所に同じ
高木清右衛門 福岡市 簀子町28番地 青龍堂 文具卸商 左記住所に同じ
石橋弥三 福岡市 天神町2番地-1-1-2 梅本 旅籠屋 左記住所に同じ
田代伊作 鞍手郡 直方町直方55番地 南清堂 薬種商 左記住所に同じ
瓜生直次 鞍手郡 直方町直方458番地-2 石見屋 呉服太物商 左記住所に同じ
樋口弥十郎 早良郡 入部村東入部320番地 飛松屋 酒類製造業 左記住所に同じ
行徳幸平 浮羽郡 田主丸町田主丸562番地 松田屋 肥料及び鉄鋼類 左記住所に同じ
伊東八郎 浮羽郡 田主丸町田主丸199番地 薫生堂本屋薬店 薬種商，絵具染料，洋酒類，医師

器械，漆金銀箔，売薬営業，化粧
類売薬卸小売

左記住所に同じ

森田次郎 浮羽郡 田主丸町田主丸579番地 益永屋 酒造業 左記住所に同じ
橋本乙吉 山門郡 上瀬戸町上庄219番地 炭問屋 荒物小売商及び提灯張職 左記住所に同じ
今村嘉助 久留米市 魚屋町32番地 丸嘉料理店 料理屋業 左記住所に同じ
馬場孫三郎 久留米市 両替町31番地 福島屋 薬種，セメント，肥料，ラムネ商 左記住所に同じ
宮川質 久留米市 通町88番地89番地合併地 宮川商店 絹織物製造販売并に糸物商 左記住所に同じ
藤原佐一郎 筑紫郡 三宅村老司94番地 紺屋 藍染紺屋，売薬受売 左記住所に同じ
熊本伝二郎 朝倉郡 甘木町大字甘木1055番地 熊屋 旅人宿 左記住所に同じ
川崎鹿蔵 八女郡 水田村水田93番地 改進堂川崎商会 薬種商，絵具染料，和洋酒類売

薬営業，化粧品，各国煙草，梅鉢
ヂモナー製造販売

左記住所に同じ

瓜生寅 山口県 赤間関市東南部町13番地 瓜生商会出張所 仲買業 遠賀郡若松町若松334番地
鍋山幾次郎 早良郡 金武村金武780番地 丸屋 酒類製造 左記住所に同じ
古川徳太郎 福岡市 下名島町60番地 古川商店 靴製造及び洋物販売商 左記住所に同じ
斎田秀雄 福岡市 下名島町59番地 成風堂隠謀 金銀，メノウ，水晶，象牙，角，木

印判彫刻
左記住所に同じ

中村与七 福岡市 下名島町14番地-1 肥前屋 粉類販売 左記住所に同じ
渡辺与三郎 福岡市 上西町12番地 紙与 呉服太物綿糸洋反物販売業 左記住所に同じ
渡辺与三郎 福岡市 上西町12番地 紙与支店 呉服太物綿糸洋反物販売業 福岡市行町57番地-1-2
今任佐吉 福岡市 天神町81番地 八百佐 料理屋 左記住所に同じ
市丸吉太郎 福岡市 大浜町2丁目66番地 利民堂 売薬製造販売業 左記住所に同じ
淵上惣右衛門 福岡市 中対馬小路30番地 深江屋 砂糖販売業并に委託品売買問屋 左記住所に同じ
岡松与八 福岡市 福岡橋口町8番地 森田屋 博多織製造販売業 左記住所に同じ
酒井峯太郎 福岡市 中島町66番地 起生堂 売薬販売業 左記住所に同じ
八尋利兵衛 福岡市 川端町32番地 金山堂 漬物販売業 左記住所に同じ
井上喜代松 福岡市 魚町13番地 小倉屋 絵具染料工業用薬種 左記住所に同じ
永末清次 福岡市 上須崎町52番地 永末商店 博多絞製造販売業 左記住所に同じ
高江亀之助 福岡市 中島町36番地 松竹屋宗右衛門 酒類販売業 左記住所に同じ
秋山松次郎 久留米市 米屋町22番地 秋松商店 糸並びに久留米絣縞卸商 左記住所に同じ
川上盛文 久留米市 苧扱川町273番地-2 愛生社薬店 売薬商 左記住所に同じ

出典： 表4に同じ。注記も同じ。
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ヲ
経
タ
ル
重
要
事
項
左

記
ノ
通
リ

一
明
治
四
十
五
年
一
月
六
日
取
締
役
ニ
松
方
幸
次
郎
、
久
保
正
助
、
富
安
保
太

郎
、
山
口
恒
太
郎
、
妹
尾
万
次
郎
、
小
畑
岩
次
郎
、
小
曾
根
喜
一
郎
ノ
七
氏
就

任
登
記

一
同
年
同
月
同
日
監
査
役
ニ
広
石
紋
太
郎
、
武
内
丈
助
、
関
口
高
次
ノ
三
氏
就

任
登
記

一
同
日
本
社
ヲ
小
倉
市
京
町
三
百
五
十
八
番
地
ノ
二
ニ
移
転
登
記

一
同
日
支
配
人
住
所
及
其
他
ノ
変
更
登
記

一
本
期
間
中
土
地
並
ニ
家
屋
買
収
所
有
権
移
転
登
記
ヲ
経
タ
ル
件
数
七
十
三
件

　

右
と
同
じ
内
容
は
、官
報
と
『
福
日
』

の
紙
面
か
ら
も
確
認
で
き
る（

　
）
64

。つ
ま
り
、

こ
れ
ら
営
業
報
告
書
に
記
載
さ
れ
る
重

要
な
登
記
事
項
が
官
報
と
新
聞
の
両
者

に
掲
載
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
現
時
点
に
お
い
て
、
実
例
に

挙
げ
た
鉄
道
・
軌
道
会
社
の
よ
う
な
、

い
わ
ゆ
る
大
手
会
社
の
営
業
報
告
書
を

仮
に
見
出
す
こ
と
は
で
き
る
と
し
て

も
、
中
小
・
零
細
規
模
の
会
社
の
営
業

報
告
書
を
見
出
す
こ
と
は
、
会
社
が
現

存
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
か
つ
て
株
主

で
あ
っ
た
個
別
の
「
家
史
料
」
な
ど
を

調
査
し
て
見
出
さ
な
い
限
り
、
か
な
り

難
し
い
場
合
が
多
い
で
あ
ろ
う（

　
）
65

。
こ
の

意
味
に
お
い
て
も
、
記
載
情
報
は
限
ら

れ
た
も
の
と
は
い
え
、
商
業
登
記
公
告

を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る
会

社
の
軌
跡
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

は
き
わ
め
て
注
目
で
き
る
の
で
あ
る
。

表 6　　『登記統計年報』にみる株式会社設立・解散登記数と「商業登記公告」より抽出した設立・解散数の比較（本店のみ）

設立
(年報と
の誤差)

解散
(年報と
の誤差)

全国 福岡 全国 福岡 全国 福岡 全国 福岡 全国 福岡 全国 福岡
882 27 29 2 911 29 194 8 19 0 213 8 30 (＋1) 9 (＋1)
426 16 12 1 438 17 264 10 16 2 280 12 15 (－2) 11 (－1)
267 7 11 0 278 7 340 12 13 1 353 13 7 (   0) 14 (＋1)
262 9 6 0 268 9 287 13 9 0 296 13 8 (－1) 11 (－2)
183 4 3 0 186 4 275 10 8 0 283 10 4 (   0) 11 (＋1)
222 4 4 0 226 4 248 5 9 0 257 5 4 (   0) 5 (   0)
361 12 5 0 366 12 235 8 12 0 247 8 12 (   0) 8 (   0)
699 10 15 0 714 10 272 10 34 0 306 10 9 (－1) 9 (－1)
403 11 5 0 408 11 294 8 13 1 307 9 11 (   0) 8 (－1)
406 13 7 0 413 13 230 6 8 0 238 6 15 (＋2) 6 (   0)
535 24 5 1 540 25 273 9 8 0 281 9 24 (－1) 8 (－1)
749 31 1 0 750 31 280 6 15 0 295 6 31 (   0) 5 (－1)

1,148 50 9 0 1,157 50 272 11 19 0 291 11 49 (－1) 13 (＋2)
6,543 218 112 4 6,655 222 3,464 116 183 4 3,647 120 219 (－3) 118 (－2)

出典： 『日本帝国司法省登記統計年報』司法省民刑局，各年度版，及び筆者作成のデータベースより。

商業登記公告より抽出

年

福岡 福岡

1907

1905
1906

1901

合併または組織変更
による会社の解散

合併または組織変更
による会社の設立

1900

解  散設  立

1904

計

『登記統計年報』

計

計

1902
1903

1912
1911
1910
1909
1908
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お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
商
法
の
法
的
根
拠
を
確
認
し
な
が
ら
、
商
業
登
記
公
告
に
よ
る
会
社
・

企
業
家
・
商
人
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
方
法
と
意
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

以
下
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
意
義
を
簡
潔
に
ま
と
め
、
併
せ
て
今
後
の
課
題
を
展

望
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
、
商
業
登
記
公
告
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
抽
出
漏
れ
、

新
聞
の
欠
落
と
い
っ
た
事
情
を
除
け
ば
、
商
法
の
規
定
に
基
づ
き
全
て
の
会
社
を
把

握
で
き
、
か
つ
会
社
設
立
時
の
取
締
役
と
監
査
役
を
把
握
で
き
る
。
つ
ま
り
、
本
稿

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
福
岡
県
に
限
定
さ
れ
る
も
の
の
、
冒
頭
に
記
し
た
「
ど
の
よ
う

な
企
業
家
・
経
営
者
を
観
察
対
象
と
し
て
選
び
出
す
か
」
と
い
う
方
法
を
採
ら
ず
、

客
観
的
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
企
業
家
・
経
営
者
に
つ
い
て
役

員
就
任
の
相
関
図
を
作
成
す
れ
ば
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
導
き
出
せ
る
。
鈴
木
・

小
早
川
・
和
田
氏
ら
の
共
同
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
「
企
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

意
義
を
い
っ
そ
う
深
め
る
」（

　
）
66

た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
中
央
・
地
方
を
問
わ
ず
、
モ
ノ

グ
ラ
フ
の
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ
り
、
企
業
勃
興
の
担
い
手
と
展
開
過
程
を
分
析
す

る
上
で
の
重
要
な
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

第
二
に
、
商
人
と
そ
の
家
業
が
判
明
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
表
４
と
表
５
を
照
ら

し
合
わ
せ
れ
ば
、
彼
ら
の
会
社
設
立
へ
の
関
与
の
具
合
、
家
業
と
の
関
係
性
な
ど
を

探
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
企
業
勃
興
期
に
お
け
る
商
人
の
果
た

し
た
役
割
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
も
今
後
の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　

第
三
に
、
会
社
の
存
続
期
間
（
寿
命
）
が
判
明
す
る
。
通
常
、
会
社
の
一
次
史
料

が
残
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
そ
の
正
確
な
存
続
期
間
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
ま
し

て
、
網
羅
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
、
会
社
の
存

続
期
間
を
測
る
手
法
と
し
て
は
、
イ
ベ
ン
ト
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
分
析
（event history 

analysis

）
あ
る
い
は
生
存
時
間
分
析
（survival analysis

）
な
ど
の
統
計
解
析

が
用
い
ら
れ
る（

　
）
67

。
し
か
し
、
商
業
登
記
公
告
か
ら
網
羅
的
に
会
社
の
設
立
年
月
と
解

散
年
月
を
抽
出
す
れ
ば
、偏
り
（bias

）
な
く
、正
確
か
つ
シ
ン
プ
ル
に
導
き
出
せ
る
。

さ
ら
に
、
存
続
期
間
を
把
握
で
き
れ
ば
、
業
種
別
や
地
域
別
に
比
較
し
、
会
社
の
寿

命
に
差
異
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
ろ
う
。

　

最
後
に
、
第
四
と
し
て
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
信
頼
性
で
あ
る
。
表
６
に
示
し
た
と

お
り
、『
日
本
帝
国
司
法
省
登
記
統
計
年
報
』
を
基
準
に
本
稿
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

カ
バ
リ
ッ
ジ
を
計
る
と
、
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
地
域
的
な
偏

在
や
資
本
金
の
規
模
を
問
わ
ず
、
信
頼
で
き
る
情
報
を
得
ら
れ
る
意
義
は
大
き
い
。

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
明
治
期
を
通
じ
て
完
成
に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
商
業
登
記
公

告
の
デ
ー
タ
は
一
般
に
販
売
さ
れ
、
比
較
的
入
手
し
易
い
文
献
や
資
料
集
と
は
異
な

る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
反
証
性
を
提
供
し
難
い
面
が
や
や
あ
る（

　
）
68

。
本
稿
で
示
し

た
表
４
と
表
５
を
完
成
さ
せ
公
表
し
、
分
析
を
試
み
た
い
。

注
（
１
）　

由
井
常
彦
・
浅
野
俊
光
編
集
解
説
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』
柏
書
房
、

一
九
八
八
～
一
九
八
九
年
。
原
典
は
、
商
業
興
信
所
編
集
・
刊
行
。

（
２
）　

渋
谷
隆
一
編
『
明
治
期
日
本
全
国
資
産
家
地
主
資
料
集
成
』
柏
書
房
、

一
九
八
四
年
。

（
３
）　

渋
谷
隆
一
編
『
都
道
府
県
別
資
産
家
地
主
総
覧
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

一
九
八
八
～
一
九
九
九
年
。

（
４
）　

鈴
木
恒
夫
・
小
早
川
洋
一
・
和
田
一
夫
『
企
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
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展
開
―
―
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
み
た
近
代
日
本
の
地
域
経
済
―
―
』
名
古
屋
大

学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
。
ほ
か
、
和
田
氏
ら
に
よ
る
パ
イ
オ
ニ
ア
的
研
究
と

し
て
、
和
田
一
夫
・
小
早
川
洋
一
・
塩
見
治
人
「
明
治
40
年
時
点
の
中
京
財
界

に
お
け
る
重
役
兼
任
―
―
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』（
明
治
40
年
版
）
の

分
析
―
―
」（『
南
山
経
営
研
究
』
第
六
巻
第
三
号
、一
九
九
二
年
）、和
田
一
夫
・

小
早
川
洋
一
・
塩
見
治
人
「
明
治
31
年
時
点
の
中
京
財
界
に
お
け
る
重
役
兼
任

―
―
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』（
明
治
31
年
版
）
の
分
析
―
―
」（
同
第
七

巻
第
二
号
、
一
九
九
二
年
）、
和
田
一
夫
・
小
早
川
洋
一
・
塩
見
治
人
「
大
正

7
年
時
点
の
中
京
財
界
に
お
け
る
重
役
兼
任
―
―『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』

（
大
正
7
年
版
）
の
分
析
―
―
」（
同
第
八
巻
第
一
号
、一
九
九
三
年
）
が
あ
る
。

　
　
　

ま
た
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
上
の
留
意
点
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
恒
夫
「
日
本

経
営
史
研
究
に
お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
分
析
の
意
義
」（『
学
習
院
大
学
経
済
経

営
研
究
所
年
報
』
第
二
四
巻
、
二
〇
一
〇
年
）
が
大
変
参
考
に
な
る
。

（
５
）　

上
川
芳
実
「
明
治
31
年
に
お
け
る
京
都
府
の
企
業
家
集
団
」（『
京
都
学
園
大

学
経
営
学
部
論
集
』
第
三
巻
第
三
号
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
明
治
40
年
京
都

府
の
企
業
家
集
団
」（
同
第
四
巻
第
一
号
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
明
治
期
滋
賀

県
の
企
業
家
集
団
」（
同
第
五
巻
第
一
号
、
一
九
九
五
年
）、
同
「
明
治
31
年
大

阪
府
の
企
業
家
集
団
」（
同
第
七
巻
第
二
号
、
一
九
九
七
年
）、
同
「
明
治
40
年

大
阪
府
の
企
業
家
集
団
」（
同
第
八
巻
第
二
号
、
一
九
九
八
年
）、
同
「
明
治
31

年
兵
庫
県
の
企
業
家
集
団
」（
同
第
九
巻
第
二
号
、
一
九
九
九
年
）、
同
「
明
治

40
年
兵
庫
県
の
企
業
家
集
団
」（
同
第
一
〇
巻
第
三
号
、二
〇
〇
一
年
）、同
「
明

治
期
奈
良
県
の
企
業
家
集
団
」（
同
第
一
二
巻
第
一
号
、二
〇
〇
二
年
）、同
「
明

治
期
和
歌
山
県
の
企
業
家
集
団
」（
同
第
一
四
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
同

「
明
治
期
三
重
県
の
企
業
家
集
団
」（
同
第
一
五
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
六
年
）。

企
業
家
集
団
を
検
出
し
た
の
ち
、
出
自
、
資
産
家
と
し
て
の
特
徴
な
ど
を

検
討
し
た
も
の
と
し
て
、
上
川
芳
実
「
明
治
期
口
丹
波
地
方
の
企
業
家
層
と

企
業
家
活
動
」（
田
畑
要
・
梅
木
晃
・
村
上
亨
・
上
川
芳
実
・
藤
田
彰
典
著

『
口
丹
波
地
域
の
産
業
と
経
済
―
―
史
的
考
察
の
視
点
よ
り
―
―
』
同
文
舘
出

版
、
一
九
九
五
年
、
所
収
）、
同
「
明
治
期
滋
賀
県
の
企
業
家
層
」（『
京
都
学

園
大
学
経
営
学
部
論
集
』
第
五
巻
第
三
号
、
一
九
九
六
年
）、
同
「
明
治
期
近

江
商
人
の
企
業
家
活
動
」（
安
藤
精
一
・
藤
田
貞
一
郎
編
『
市
場
と
経
営
の
歴

史
―
―
近
世
か
ら
近
代
へ
の
歩
み
―
―
』
清
文
堂
、
一
九
九
六
年
、
所
収
）、

同
「
明
治
期
京
都
市
の
企
業
家
層
」（『
同
志
社
商
学
』
第
五
〇
巻
第
五
・
六
号
、

一
九
九
九
年
）、
同
「
明
治
期
大
阪
市
の
企
業
家
層
」（『
大
阪
大
学
経
済
学
』

第
五
四
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
四
年
）、
同
「
明
治
期
神
戸
市
の
企
業
家
層
」（
安

岡
重
明
編
『
近
代
日
本
の
企
業
者
と
経
営
組
織
』
同
文
舘
出
版
、二
〇
〇
五
年
、

所
収
）
な
ど
が
あ
る
。

　
　
　

そ
の
他
、『
役
員
録
』
を
用
い
た
先
行
研
究
は
数
多
い
が
、
こ
こ
で
は
末
永

國
紀
『
近
代
近
江
商
人
経
営
史
論
』
有
斐
閣
、
一
九
九
七
年
、
第
四
章
、
加
藤

要
一
「
明
治
中
後
期
福
岡
県
に
お
け
る
会
社
設
立
状
況
」（
九
州
産
業
大
学
『
エ

コ
ノ
ミ
ク
ス
』
第
五
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
同
「
明
治
中
後
期
福
岡
県

に
お
け
る
企
業
家
集
団
」（
同
第
五
巻
第
四
号
、
二
〇
〇
一
年
）、
石
井
耕
「
北

海
道
に
お
け
る
明
治
・
企
業
勃
興
（
上
）」（『
北
海
学
園
大
学
学
園
論
集
』
第

一
四
四
号
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
を
挙
げ
て
お
く
。

（
６
）　

宮
本
又
郎
・
阿
部
武
司
「
明
治
期
の
資
産
家
と
会
社
制
度
」（
宮
本
又

郎
・
阿
部
武
司
編
『
日
本
経
営
史
2　

経
営
革
新
と
工
業
化
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
五
年
）。

（
７
）　

松
本
貴
典
編
著
『
生
産
と
流
通
の
近
代
像
―
―
一
〇
〇
年
前
の
日
本
―
―
』
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日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
四
年
、
第
十
一
章
。
本
稿
の
対
象
と
す
る
福
岡
県
の
商

工
業
者
に
つ
い
て
は
、
永
江
眞
夫
「
明
治
中
後
期
に
お
け
る
地
方
都
市
商
工
業

者
と
企
業
経
営
―
―
福
岡
市
に
お
け
る
概
観
―
―
」（『
福
岡
大
学
経
済
学
論
叢
』

第
四
二
巻
第
四
号
、一
九
九
八
年
）、迎
由
理
男
「
近
代
博
多
商
人
の
企
業
活
動
」

（『
北
九
州
大
学
商
経
論
集
』
第
三
七
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
一
年
）、
合
力
理
可

夫
「
地
方
商
工
業
者
に
関
す
る
一
考
察
―
―
明
治
期
の
博
多
に
お
け
る
呉
服
太

物
商
を
中
心
に
―
―
」（『
第
一
経
大
論
集
』
第
三
二
巻
第
三
号
、二
〇
〇
二
年
）

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
長
崎
県
を
対
象
と
し
た
、
原
康
記
「
明
治
・
大
正
期
長

崎
県
の
企
業
経
営
者
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」（
九
州
産
業
大
学
『
商
経
論
叢
』

第
四
九
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
も
あ
る
。

（
８
）　

草
野
真
樹
「
地
方
の
企
業
勃
興
と
そ
の
担
い
手
―
―
福
岡
県
を
事
例
と
し
て

―
―
」（『
経
営
史
学
』
第
四
七
巻
第
一
号
、
二
〇
一
二
年
）。

（
９
）　

宮
本
又
郎
『
日
本
企
業
経
営
史
研
究
―
―
人
と
制
度
と
戦
略
と
―
―
』
有
斐

閣
、
二
〇
一
〇
年
、
三
二
三
頁
。

（
10
）　

宮
本
・
阿
部
「
明
治
期
の
資
産
家
と
会
社
制
度
」
二
二
四
頁
。

（
11
）　

一
八
九
〇
年
十
二
月
二
十
七
日
・
法
律
第
百
八
号
。

（
12
）　

一
八
九
三
年
三
月
六
日
・
法
律
第
九
号
。

（
13
）　

一
八
九
三
年
三
月
二
十
五
日
・
勅
令
第
十
一
号
。

（
14
）　

一
八
九
九
年
三
月
九
日
・
法
律
第
四
十
八
号
。

（
15
）　

一
八
九
九
年
三
月
九
日
・
法
律
第
四
十
九
号
。

（
16
）　

三
和
良
一
「
商
法
制
定
と
東
京
商
業
会
議
所
」（
大
塚
久
雄
・
松
田
智
雄
・

安
藤
良
雄
・
関
口
尚
志
編
『
資
本
主
義
の
形
成
と
発
展
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
八
年
、
所
収
）、
な
ら
び
に
高
村
直
助
『
会
社
の
誕
生
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
六
年
を
参
照
。

（
17
）　

詳
し
く
は
、草
野
「
地
方
の
企
業
勃
興
と
そ
の
担
い
手
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
拙
稿
の
学
会
発
表
後
、
上
川
芳
実
氏
は
京
都
府
を
対
象
と
し
た
商
業
登

記
公
告
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
に
着
手
さ
れ
て
い
る
。
旧
商
法
期
の
登
記
制
度

に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
併
せ
て
上
川
芳
実
「
京
都
府
に
お
け
る
企
業

勃
興
―
―
旧
商
法
期
の
「
商
業
登
記
公
告
」
か
ら
の
観
察
―
―
」（『
京
都
学
園

大
学
経
営
学
部
論
集
』
第
二
一
巻
第
二
号
、
二
〇
一
二
年
）
を
挙
げ
て
お
く
。

（
18
）　

古
川
五
郎
『
改
正
商
法
実
用　

 

附
商
業
登
記
申
請
手
続
』
明
倫
館
、一
八
九
九

年
、
附
商
業
登
記
申
請
手
続
・
一
頁
。

（
19
）　

古
川
『
改
正
商
法
実
用
』
一
七
頁
。

（
20
）　

商
業
及
ヒ
船
舶
ノ
登
記
公
告
取
扱
規
則
（
一
八
九
〇
年
十
月
・
司
法
省
令
第

八
号
）
第
一
条
。

（
21
）　

非
訴
事
件
手
続
法
（
一
八
九
八
年
六
月
十
五
日
・
法
律
第
十
四
号
）
第

百
四
十
条
。

（
22
）　
『
福
岡
日
日
新
聞
』（
以
下
、『
福
日
』と
略
）に
よ
る
商
業
登
記
公
告
の
掲
載
は
、

一
八
九
三
年
七
月
十
九
日
か
ら
始
ま
る
。
合
資
会
社
の
な
か
に
は
、
久
留
米
市

の
赤
松
合
資
会
社
（
士
族
授
産
会
社
）
の
よ
う
に
出
資
者
が
三
六
〇
〇
名
近
く

に
及
び
、
数
日
間
に
亘
っ
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
（
一
八
九
三
年
十
二
月

二
十
九
日
～
一
八
九
四
年
一
月
十
日
）。

（
23
）　

以
下
、新
商
法
の
施
行
と
株
式
会
社
の
設
立
手
続
き
に
つ
い
て
は
、古
川
『
改

正
商
法
実
用
』、
な
ら
び
に
越
山
太
刀
三
郎
編
『
法
学
博
士
岡
野
敬
次
郎
先
生

述　

新
商
法
施
行
に
就
て
の
心
得
』有
斐
閣
、一
八
九
九
年
、梅
謙
次
郎
講
述『
商

法
修
正
要
領
』
和
仏
法
律
学
校
、
一
九
〇
〇
年
、
横
尾
亘
「
設
立
登
記
前
の
株

式
会
社
と
『
最
初
の
取
締
役
』」（
奥
島
孝
康
・
宮
島
司
編
『
商
法
の
歴
史
と
論

理
―
―
倉
澤
康
一
郎
先
生
古
稀
記
念
―
―
』
新
青
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
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を
参
照
し
た
。

（
24
）　

参
考
ま
で
に
、
新
商
法
期
に
お
け
る
実
際
の
登
記
簿
様
式
は
次
の
と
お
り
。

一 
商
号
、
二 

本
店
、
三 

支
店
、
四 

目
的
、
五 

設
立
ノ
年
月
日
、
六 

資

本
ノ
総
額
、
七 

一
株
ノ
金
額
、
八 

各
株
ニ
付
キ
払
込
ミ
タ
ル
株
金
額
、

九 

公
告
ヲ
為
ス
方
法
、
十 

取
締
役
ノ
氏
名
住
所
、
十
一 

監
査
役
ノ
氏

名
住
所
、
十
二 
存
立
ノ
時
期
又
ハ
解
散
ノ
事
由
、
十
三 

開
業
前
ニ
配
当

ス
ヘ
キ
利
率
、
十
四 
社
債
ノ
総
額
、
十
五 

各
社
債
ノ
金
額
、
十
六 

社
債

ノ
利
率
、
十
七 

社
債
償
還
ノ
方
法
及
ヒ
期
限
、
十
八 

各
社
債
ニ
付
キ
払

込
ミ
タ
ル
金
額
、
十
九 

増
加
資
本
ノ
総
額
、
二
十 

資
本
増
加
決
議
ノ
年

月
日
、
二
十
一 

各
新
株
ニ
付
キ
払
込
ミ
タ
ル
株
金
額
、
二
十
二 

優
先
株

ノ
種
類
及
ヒ
其
各
種
ノ
株
式
ノ
数
、
二
十
三 

解
散
ノ
事
由
及
ヒ
年
月
日
、

二
十
四 

精
算
人
ノ
氏
名
住
所
、二
十
五 

精
算
結
了
ノ
年
月
日
、（
最
後
に
）

予
備
・
変
更
欄

う
ち
、
一
か
ら
十
三
ま
で
は
会
社
設
立
時
に
登
記
し
、
登
記
用
紙
の
先
頭
蘭

に
そ
の
登
記
年
月
日
が
記
入
さ
れ
る
。
商
号
や
目
的
の
変
更
、
取
締
役
・
監
査

役
の
変
更
な
ど
は
随
時
、
予
備
・
変
更
欄
に
記
載
さ
れ
て
い
く
。
会
社
が
解
散

す
る
と
、
そ
の
事
由
と
年
月
日
が
記
入
さ
れ
、
そ
の
後
「
登
記
用
紙
閉
鎖
」
と

な
る
。

（
25
）　

中
村
尚
史
「
日
本
に
お
け
る
近
代
企
業
の
生
成
」（
阿
部
武
司
・
中
村
尚
史
編

『
講
座
・
日
本
経
営
史
2　

産
業
革
命
と
企
業
経
営
―
―
一
八
八
二
～
一
九
一
四

―
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
所
収
）。

（
26
）　

草
野
「
地
方
の
企
業
勃
興
と
そ
の
担
い
手
」
五
～
六
頁
。

（
27
）　

一
八
九
九
年
三
月
九
日
・
法
律
第
四
十
九
号
。

（
28
）　

石
井
寛
治
『
情
報
化
と
国
家
・
企
業
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
、
七
〇

～
七
五
頁
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
会
社
制
度
の
導
入
当
初
か
ら
株
式
会
社
形

態
が
奨
励
さ
れ
た
。
そ
れ
故
、国
立
銀
行
条
例
（
一
八
七
二
年
十
一
月
十
五
日
・

太
政
官
布
告
第
三
百
四
十
九
号
）
は
、
第
十
二
条
第
一
節
に
お
い
て
「
国
立
銀

行
ハ
一
ヶ
年
四
度
以
上
其
銀
行
ノ
事
務
計
算
等
実
地
詳
明
ナ
ル
報
告
書
計
表
等

ヲ
紙
幣
頭
ニ
差
出
ヘ
シ
（
略
）
但
右
報
告
書
計
表
ノ
類
ハ
銀
行
ヨ
リ
新
聞
紙
又

ハ
其
他
ノ
手
続
ヲ
以
テ
世
上
ニ
公
告
ス
ヘ
シ
」
と
早
く
か
ら
規
定
し
て
い
た
。

（
29
）　

官
報
第
四
五
〇
〇
号
（
一
八
九
八
年
七
月
一
日
）。

（
30
）　

官
報
第
四
五
〇
四
号
（
一
八
九
八
年
七
月
六
日
）。

（
31
）　

官
報
第
四
五
〇
一
号
（
一
八
九
八
年
七
月
二
日
）。

（
32
）　

官
報
第
四
五
〇
六
号
（
一
八
九
八
年
七
月
八
日
）。

（
33
）　

当
然
な
が
ら
、
変
更
し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
34
）　

旧
商
法
の
規
定
に
は
次
の
よ
う
な
問
題
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
三
井
家
の

よ
う
に
複
数
の
事
業
を
な
す
場
合
、「
両
替
店
ト
シ
テ
信
用
ヲ
有
ス
ル
ト
同
時

ニ
呉
服
店
ト
シ
テ
モ
亦
信
用
ヲ
有
ス
ル
カ
故
ニ
一
方
ノ
信
用
ハ
他
ノ
営
業
ノ
信

用
ヲ
生
シ
他
ノ
営
業
ノ
信
用
モ
亦
一
方
ノ
営
業
ノ
信
用
ヲ
増
ス
」こ
と
に
よ
り
、

事
業
の
拡
大
を
図
る
こ
と
が
経
営
戦
略
と
な
り
得
る
。
し
か
し
、
一
地
域
内
に

お
い
て
両
替
店
と
呉
服
店
が
、
単
に
「
三
井
」
を
商
号
と
す
る
と
、
同
一
の
商

号
と
な
り
、
第
二
十
三
条
に
反
し
て
し
ま
う
。
こ
の
た
め
、
新
商
法
で
は
そ
の

規
定
は
削
除
さ
れ
た
（
梅
『
商
法
修
正
要
領
』
四
一
～
四
二
頁
）。

（
35
）　

時
期
は
異
な
る
が
、宇
佐
美
英
機
氏
は
、近
世
期
、自
ら
の
営
業
に
他
家
の「
商

標
・
商
号
権
」
を
利
し
よ
う
と
し
た
事
例
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
商
人
の

商
号
（
屋
号
）
と
信
用
形
成
を
考
え
る
う
え
で
も
、
と
て
も
興
味
深
い
（
宇
佐

美
英
機
「
近
世
薬
舗
の
『
商
標
・
商
号
権
』
保
護
」『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附

属
史
料
館
研
究
紀
要
』
第
三
〇
号
、
一
九
九
七
年
）。
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（
36
）　
「
商
号
（
屋
号
）
登
記
」『
福
日
』
一
八
九
八
年
七
月
二
十
二
日
。

（
37
）　
「
商
業
登
記
公
告
」『
福
日
』
一
八
九
八
年
七
月
二
十
一
日
。
以
下
、
注
で
は

「
公
告
」
と
略
。

（
38
）　

松
本
編
著
『
生
産
と
流
通
の
近
代
像
』
四
二
三
～
四
二
四
頁
。

（
39
）　

鈴
木
喜
八
・
関
伊
太
郎
編
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
第
二
版
、
一
八
九
八

年
（
渋
谷
隆
一
編
『
都
道
府
県
別
資
産
家
地
主
総
覧　

福
岡
編
3
』
日
本
図
書

セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
九
年
、
所
収
）。

（
40
）　

草
野
「
地
方
の
企
業
勃
興
と
そ
の
担
い
手
」
一
七
頁
。

（
41
）　

西
日
本
文
化
協
会
編
『
福
岡
県
史　

近
代
通
史
編　

産
業
経
済

（一）
』
福
岡

県
、
二
〇
〇
三
年
、
第
二
章
、
及
び
井
奥
成
彦
『
19
世
紀
日
本
の
商
品
生
産
と

流
通
―
―
農
業
・
農
産
加
工
業
の
発
展
と
地
域
市
場
―
―
』
日
本
経
済
評
論
社
、

二
〇
〇
六
年
、
第
四
章
。

（
42
）　

一
八
九
九
年
六
月
十
五
日
・
勅
令
第
二
百
七
十
一
号
。

（
43
）　

古
川
『
改
正
商
法
実
用
』
六
～
一
七
頁
。

（
44
）　

古
川
『
改
正
商
法
実
用
』
三
〇
～
四
一
頁
、
附
商
業
登
記
申
請
手
続
・
九
頁
。

（
45
）　

商
法
施
行
法
第
十
四
条
。

（
46
）　

民
法
施
行
に
伴
い
、
福
岡
地
方
裁
判
所
は
「
法
人
及
夫
婦
財
産
契
約
登
記
ノ

公
告
ハ
同
月
十
六
日
ヨ
リ
本
年
十
二
月
三
十
一
日
マ
テ
福
岡
日
日
新
聞
及
九
州

日
報
ニ
掲
載
ス
ヘ
シ
此
旨
公
告
ス
、
但
小
倉
区
裁
判
所
門
司
出
張
所
ノ
取
扱

ニ
係
ル
登
記
ノ
公
告
ハ
門
司
新
報
ニ
掲
載
ス
ヘ
シ
」
と
公
告
し
た
（
官
報
第

四
五
〇
八
号
、
一
八
九
八
年
七
月
十
一
日
）。
ま
た
、『
福
日
』
は
一
八
九
八
年

七
月
二
十
二
日
の
「
社
告
」
で
次
の
と
お
り
注
意
を
喚
起
し
た
。

新
法
典
の
実
施
は
商
業
家
を
始
め
、
一
般
国
民
の
権
利
関
係
に
大
影
響
を
来

す
も
の
あ
り
、
殊
に
商○

号○

、
後○

見○

人○

、
未○

成○

年○

者○

、
婚○

姻○

契○

約○

、
代○

務○

の○

登○

記○

は
契
約
取
締
の
成
否
に
就
て
重
大
な
る
関
係
を
有
す
る
上
、
一
旦
新
聞
紙

4

4

4

4

4

上
に
掲
載
せ
ら
れ
た
る
公
告
は
何
人
と
雖
も
巳
れ
の
過
失
に
非
さ
る
こ
と
を

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

証
明
す
る
に
非
さ
れ
ば
之
を
知
ら
ず
と
い
ふ
こ
と
を
得
ざ
る
も
の
な
れ
ば
今

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

日
以
後
の
実
業
家
は
固
よ
り
一
般
人
民
に
し
て
此
の
公
告
に
注
意
せ
ざ
る
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

き
は
或
は
不
測
の
損
失
困
難
を
招
く
こ
と
あ
る
べ
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、（
略
）
本
紙
の
公
告

に
御
注
意
あ
ら
ん
こ
と
を
（
白
丸
、
傍
点
は
原
文
の
マ
マ
）

（
47
）　

伊
牟
田
敏
充
『
明
治
期
株
式
会
社
分
析
序
説
―
―
講
義
用
テ
キ
ス
ト
―
―
』

法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
六
年
。
ま
た
、
明
治
初
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
ま
で

の
新
聞
読
者
の
階
層
と
新
聞
観
を
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、
山
本
武
利
『
近
代

日
本
の
新
聞
読
者
層
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
八
一
年
、
が
あ
る
。

（
48
）　
『
福
日
』
一
八
九
九
年
十
二
月
十
七
日
。

（
49
）　
『
門
司
新
報
』
一
八
九
九
年
十
二
月
二
十
一
日
。

（
50
）　
『
福
日
』
一
九
〇
三
年
十
二
月
二
十
三
日
。

（
51
）　
「
公
告
」『
福
日
』
一
八
九
三
年
十
一
月
二
十
一
日
。

（
52
）　
「
公
告
」『
福
日
』
一
八
九
五
年
十
一
月
六
日
。

（
53
）　
「
公
告
」『
福
日
』
一
八
九
八
年
二
月
三
日
。

（
54
）　
「
公
告
」『
福
日
』
一
八
九
九
年
十
月
七
日
、
及
び
官
報
第
四
八
八
〇
号
附
録

（
同
年
十
月
五
日
）。

（
55
）　

一
八
九
九
年
十
月
、
久
留
米
紡
績
と
熊
本
紡
績
と
三
池
紡
績
の
三
社
が
合
併

し
て
九
州
紡
績
株
式
会
社
が
成
立
す
る
。
た
だ
し
、
登
記
上
は
久
留
米
紡
績
と

熊
本
紡
績
が
三
池
紡
績
に
合
併
の
た
め
解
散
し
、
さ
ら
に
三
池
紡
績
が
九
州
紡

績
株
式
会
社
と
商
号
変
更
す
る
経
緯
を
辿
る
。
な
お
、
合
併
に
至
る
経
緯
に

つ
い
て
は
、
西
日
本
文
化
協
会
編
『
福
岡
県
史　

近
代
史
料
編　

綿
糸
紡
績

業
』
福
岡
県
、
一
九
八
五
年
、
永
江
眞
夫
「
九
州
紡
績
株
式
会
社
と
三
井
財
閥
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―
―
『
大
阪
支
店
事
件
』
を
契
機
と
す
る
関
係
の
変
化
―
―
」（『
経
営
史
学
』

第
十
九
巻
第
四
号
、
一
九
八
五
年
）、
岡
本
幸
雄
『
地
方
紡
績
企
業
の
成
立
と

展
開
―
―
明
治
期
九
州
地
方
紡
績
の
経
営
史
的
研
究
―
―
』九
州
大
学
出
版
会
、

一
九
九
三
年
、
な
ど
に
詳
し
い
。

（
56
）　
「
公
告
」『
福
日
』
一
八
九
九
年
八
月
二
十
四
日
、
及
び
官
報
第
四
八
三
九
号

附
録
（
同
年
八
月
十
七
日
）。

（
57
）　
「
公
告
」『
福
日
』
一
八
九
九
年
十
月
七
日
、
及
び
官
報
第
四
八
八
一
号
附
録

（
同
年
十
月
六
日
）。

（
58
）　

鈴
木
・
関
編
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
第
二
版
。

（
59
）　
「
公
告
」『
福
日
』
一
八
九
八
年
八
月
三
日
、
十
八
日
。

（
60
）　

山
崎
克
己
・
吉
沢
雅
次
・
室
田
惣
三
郎
・
成
瀬
麟
編
『
日
本
全
国
商
工
人
名

録
』
第
三
版
下
巻
、
商
工
社
、
一
九
〇
八
年
。

（
61
）　

地
方
を
考
察
対
象
と
す
る
場
合
、
中
央
資
本
に
よ
る
支
店
の
存
在
は
重
要
な

意
味
を
持
つ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
抽
出
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
数
は
多
く
な
い
が
、
他
都
道
府
県
か
ら
福
岡
県
へ
本
社
を
移
転
す
る
場
合

も
あ
る
。
な
か
に
は
、
地
方
経
済
を
牽
引
す
る
よ
う
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
カ
ン

パ
ニ
ー
も
含
ま
れ
、こ
れ
に
つ
い
て
は
別
途
表
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

た
と
え
ば
、
安
川
敬
一
郎
は
一
八
九
六
（
明
治
二
十
九
）
年
、
松
本
重
太
郎

を
は
じ
め
と
す
る
大
阪
の
資
本
家
十
七
名
を
発
起
人
と
し
て
、
明
治
炭
坑
株
式

会
社
を
設
立
し
た（
設
立
免
許
は
同
年
四
月
十
四
日
、開
業
は
同
年
六
月
三
日
）。

本
社
は
大
阪
市
西
区
江
戸
堀
南
通
二
丁
目
十
一
番
屋
敷
に
置
き
、
支
店
を
福
岡

県
嘉
穂
郡
頴
田
村
大
字
勢
田
二
八
四
番
地
に
置
い
た
。
し
か
し
、
設
立
以
後
、

内
部
留
保
に
よ
る
事
業
拡
大
を
志
向
す
る
安
川
と
、
高
配
当
を
要
求
す
る
大
阪

側
株
主
と
の
間
で
利
害
対
立
を
生
じ
、
安
川
は
明
治
炭
坑
の
更
な
る
事
業
拡
大

の
た
め
に
同
社
を
個
人
経
営
と
す
る
方
針
を
採
る
。
も
と
も
と
、
実
際
の
本
社

の
仕
事
は
福
岡
の
支
店
の
方
で
行
っ
て
い
た
が
（『
社
史　

明
治
鉱
業
株
式
会

社
』
四
九
〇
頁
）、
正
式
に
一
九
〇
一
（
明
治
三
十
四
）
年
七
月
二
十
日
の
株

主
総
会
に
お
い
て
本
店
を
大
阪
か
ら
福
岡
へ
移
転
し
た
。
そ
の
後
、
安
川
は
会

社
の
株
式
を
一
手
に
集
め
、一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
年
十
一
月
三
十
日
、「
臨

時
株
主
総
会
ノ
決
議
ニ
依
リ
」
会
社
を
任
意
解
散
し
て
自
己
名
義
と
し
た
。
な

お
、こ
の
よ
う
に
本
社
が
移
転
す
る
場
合
、『
日
本
帝
国
司
法
省
登
記
統
計
年
報
』

の
見
方
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
年
報
か
ら
都
道
府
県
別
の
会
社
設

立
登
記
数
と
解
散
数
が
本
社
と
支
店
別
に
判
明
す
る
。
つ
ま
り
、
統
計
上
は
明

治
炭
坑
の
本
社
は
、
設
立
時
は
大
阪
で
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
、
解
散
時
は
福
岡
で
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　

博
多
湾
鉄
道
株
式
会
社
や
九
州
水
力
電
気
株
式
会
社
も
同
様
の
最
た
る
例
で

あ
る
。
い
ず
れ
も
設
立
時
の
本
社
は
東
京
で
、
の
ち
福
岡
へ
本
社
を
移
転
さ
せ

る
。

（
62
）　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
稿
で
も
指
摘
し
た
。
詳
し
く
は
、
草
野
「
地
方
の
企

業
勃
興
と
そ
の
担
い
手
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
63
）　

九
州
電
気
軌
道
株
式
会
社
『
明
治
四
十
五
年
上
半
期　

 

第
七
回
報
告
書
』。

（
64
）　

官
報
第
八
五
七
六
号
附
録
（
一
九
一
二
年
一
月
二
四
日
）、及
び
「
公
告
」『
福

日
』
一
九
一
二
年
一
月
二
十
六
日
。

（
65
）　

こ
れ
は
筆
者
が
関
与
し
た
経
験
を
も
つ
『
福
岡
県
史
』
編
纂
過
程
の
調
査
に

基
づ
く
、
い
わ
ば
「
経
験
値
」
で
あ
る
が
、
他
都
道
府
県
に
お
い
て
も
概
ね
妥

当
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

（
66
）　

鈴
木
・
小
早
川
・
和
田
『
企
業
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
展
開
』
四
〇
九
頁
。

ま
た
、
分
析
視
角
は
や
や
異
な
る
も
の
の
、
近
年
、
企
業
勃
興
に
つ
い
て
優
れ
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た
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
る
中
村
尚
史
氏
は
地
域
経
済
活
性
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

と
し
て
、「
顔
の
見
え
る
関
係
」
を
前
提
と
す
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
注
目

し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、
中
村
尚
史
『
地
方
か
ら
の
産
業
革
命
―
―
日
本
に
お

け
る
企
業
勃
興
の
原
動
力
―
―
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
、
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
67
）　

た
と
え
ば
、
清
水
剛
「
企
業
の
寿
命
―
―
日
本
企
業
の
短
命
化
と
そ
の
イ
ン

パ
ク
ト
―
―
」（
工
藤
章
・
橘
川
武
郎
・
グ
レ
ン
・
Ｄ
．
フ
ッ
ク
編
『
現
代
日

本
企
業
1
企
業
体
制
（
上
）
―
―
内
部
構
造
と
組
織
間
関
係
―
―
』
有
斐
閣
、

二
〇
〇
五
年
）。

（
68
）　

現
在
、
明
治
期
の
官
報
や
法
令
、
並
び
に
『
日
本
全
国
諸
会
社
役
員
録
』
な

ど
は
、
国
立
国
会
図
書
館
のw

eb

上
で
も
閲
覧
で
き
る
。
以
前
に
比
べ
る
と

史
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
利
便
性
は
格
段
に
向
上
し
て
い
る
。

【
付
記
】本

稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
福
博
企
業
者
史
研
究
会
の
会
員
諸
氏
、
な
ら
び
に

鈴
木
恒
夫
先
生
（
学
習
院
大
学
）
よ
り
貴
重
な
ご
教
示
を
頂
き
ま
し
た
。
記
し

て
深
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。


